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大管長会 メッセージ

主のみたまを

:求め な さい
大管長 工ズラ ・タフト ・ベンソン

自
分がまっすぐな細い道 を歩いているかどうかを判断

するひとつの確 かな方法は,普 段の生活の中で主の

みたまを感 じているかどうか,振 り返ってみることです。

聖霊を受 ける人は,そ れにふさわしい実 を結びます。
み た ま

使 徒 パウ ロは,「 しか し,御 霊 の実 は,愛,喜 び,平 和,

寛容,慈 愛,善 意,忠 実,柔 和,自 制 であ って,こ れ らを

否定す る律 法 はない」と言 って います。(カ ラテヤ5●22-

23)

私 た ちの人生 で最 も大切 なの は,み た まを受 け ることで

す。私 はいつ もみた まを感 じて います。私 た ちは常 に聖霊

の ささやき を受 け,感 じ られ るよう にして いなけれ ばな り

ません。

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大 管長 とハ ロル ド ・B・ リー大

管長 が よく引用 された話 を紹 介 した い と思 い ます。 それ は,

ジ ョン ・ウ ェル ズ監督 が体験 した ことで,す べての人 に有

益 な教 訓 とな ります。 ウ ェル ズ監督 は教会 の 多 くの報告 書
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商 となった夫のカール ・ク リスチャン ・アムッセンが夢や

示現の中に現われ,彼 女にそのことを告げていたからです。

彼女がこう言いました。「夢だったのか,啓 示だったのかは

っきりしないけど,と ても生々 しい感 じだったわ。彼が部

屋にいたのよ。私がいつこの世の生涯を終 えるかを知 らせ

るために来たの。次の木曜 日よ。私 がこの世 を去るのは。」

それを聞いた一番年上の娘メーベルは,「お母 さん,何 か

心配事があったの。具合いがよくなかったんで しょ」と言

いました。

すると母親が答 えました。「悪いところは何 もないわよ。

具合いもいいわ。何 も心配はないし。ただ,今 度の木曜 日

が来たら,あ なた方とお別れ しなくちゃいけないわ。

メーベル,そ の時が来たら,あ なたの家の2階 の部屋 に

行かせてね。子供 たちに小 さいころモルモン経や教会の昔

の話を聞かせたあの部屋 よ。あそこで最後 を迎えたいの。」

日曜日が来て,彼 女はワー ド部の断食証会 に出席 しました。

彼女が証をすると,監 督がまるで長い旅に出かける前の話

のようだと言いました。

監督 は後にこう言いました。「彼女 は全員 に別れを告げ,

私たちへの愛 と,神 殿で奉仕できた喜びの気持ちを話 して

いたのです。」(神 殿 とワー ド部の礼拝堂 は数メー トル しか

離れていませんで した)彼女の証は熱烈なものでした。 さ

らに日がたちました。彼女は銀行へ行 ってお金 を引き出し,
ひつぎ

すべての支 払 いを済 ませ ると,今 度 は 自分 の棺 の手配 まで

しました。 それか ら,自 分 の家 の水 道 と電気 を止 め,メ ー

ベルの家へ行 き ました。彼 女 が この世 を去 る前 の 日に,息

子 が訪 ねて きて,ふ た りは ベ ッ ドの ところで手 を取 りあ っ

て話 を して いま した。

そ して木曜 日,メ ーベルが部屋 へ行 くと,彼 女 は こう言

ったそ うで す。「メー ベル,ち ょっ と眠 たいわ。 もし寝 て し

まった ら,夕 方 まで そっ としておい てね。」

それが彼 女 の最後 の言葉 で した。 彼女 は安 らかに次 の世

へ行 ったの です。

私 たちが何 に も増 して強 く求 め られ てい るの は,霊 性,

す なわち主 のみた まとの一 致で す。 生涯 を通 して,常 に聖

霊 の導 きを求 めなけれ ばな りません。 みた まを授 け られ た

人 は,奉 仕 を愛 し,主 を愛 す るよ うにな ります。 そ して,

共 に奉仕 に励 む人,奉 仕 す る相 手 の人々 を愛す るよ うにな

るのです。

殉教後数年 してか ら,ジ ョセブ ・ス ミスがブ リガム ・ヤ

6

ング大 管長 に現 われ,次 のよう に言 い ました。

「へ りくだ り
,忠 実 で あるよ うに人 々 に教 えな さい。 そ

して確 か に主 のみ たまを受 け られ るよ うに教 えな さい。 そ

うすれば義 に導 かれ るか らで す。 静 かな小 さい声 が告 げ る

ことに背 か ない ようによ く注意 しな さい。 それは ,あ なた

に何 を し,ど こへ行 くべ きか を示 し,王 国の実 を結 ばせ る

もの だか らで す。神 の教 えに従 う よう兄弟 た ちに教 えな さ

い。 そ うすれ ば聖霊 が来 る ときに,そ れ を受 ける備 えがで

きるか らです。」(エ ル デ ン ・ジェイ ・ワ トソン編 「ブ リガ

ム ・ヤ ングの歩 み」1847年2月23日)

主 は これ まで この業 を栄 えさせて こ られ ま した。今後 も

そう して くだ さるこ とで し ょう。主 は僕 た ちの近 くに,し

か も,さ さや きかけるほ どの近 い ところ にお られ るのです。

この末 日の業 は霊 的な ものです。 それ を理解 し,識 別 す

るには霊性 が必要 です。 ですか ら,す べて の ことにおいて
も

みたまを求め,常 にその導きを得 られるようにしてくださ

い。私 たちはそうするように求められているのです。

主のみたまが皆さんとご家族の上に注がれるように祈 っ

ています。□

ホームティーチャーへの提案

1.私 た ちの人生 で最 も大切 なの は,主 のみ たまを受 ける

こ とで ある。

2.聖 典 を読 み,研 究 する人 は,日 々の生 活の 中でみ た ま

を受 け るこ とが できる。

3.私 たち は瞑想 によって,み た まの ささや きに敏:感 にな

る ことが で きる。

4.私 たち は主 のみ言葉 を 「感 じ」 として受 ける。

5.末 日の業 は霊 的 な もので あ り,そ れ を理解 し,愛 し,

識 別 す るに は霊 性 が必要 で ある。

話 し合 いを進 めるた めに

1.毎 日の生活の中で主のみたまの導きを受けることにつ

いて,あ なたの感 じていることを述べる。

2.こ のメッセージの中に,家 族で読んだり話 し合 った り

するとよい聖句や言葉はないだろうか。

3.話 し合 いをより充実 したものとするために,訪 問する

前 に家長 と話 し合 っておいた方がよいだろうか。監督

や定員会指導者からのメッセージはないだるうか。
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皆 さんが与 え られ ている勧 告 には祈 りを込 めて従 う ことが

で きるよ うに と,心 か ら願 ってい ます。

時々,祈 りについて学 ぶ こ とがで きるよ うに,十 字架 が

与 えられ る ことが あ ります。 その十字架 も,祈 ってその答

え を待 つ とい うこ とを学べ ば,も っと負 いやす い もの とな

るで しょう。 しか し,耳 を貸 そ うとしなか った り,学 ぼ う

という気持 ちが なか った りする と,こ の 目に見 えない十字

架 は,重 く重 くの しか かって きます。答 えが なかなか受 け

られ なか った り,答 えが あって も受 け入 れ るの が大変 な こ

とが あるで し ょう。 そのような ときに も,絶 えず祈 って く

ださい。

世 の誉 れ も重 い十字架 とな ります。金銭 や地位 について

言 ってい るの ではあ りません。人 か ら認め られ る ことにつ

いてです。召 しや責 任 を尊 ぶの は当然 です。 しか し,た と

え公 に認め られ,名 誉 や尊敬 を受 けてい る人 であ って も,

神 の 目か ら見 て必 ず しも よしとされる とは限 りませ ん。

主 に従 い,病 んで いる者 や悩 んで いる者,落 胆 して いる者,

家 のな い者,十 字架 の重荷 に苦 しむ者 に手 を差 し伸 べ る こ

とが真 の偉大 さで あると理解 している人 こそ,神 の 目か ら

見 て よしとされ るので す。

十 字架 を負 い,さ らに その過程 で,神 様 の恵み を感 じた

り見分 けた りす る力 を身 につ ける ことは,私 た ちの特権 で

あ り責任 で もあ ります。賛美歌 に は次 のよ うにあ ります。

苦 しみの荷 を背負 うか
なれ

十字架汝 に重きか

恵み数え見て 日々を
うたがい

疑 は らして うたわん

(讃 美歌46番)

時 々,自 分 の負 う十 字架 が理不 尽 な もの,不 公平 な もの

と感 じられ るこ とがあ るか もしれ ませ んが,そ の十 字架 は,

私 たちに とってむ しろ有益 な もの である と証 します。十字

架 を負い,救 い主 に従 うな らば,人 生 に力 と平安 と目的 と

が もた らされ る ことで し ょう。□

(ユ タ州プ ロボ,ブ リガム ・ヤ ング大 学 での講 話 か らの抜

粋)

ナ ダの アル バー タ州 エ ドモ ン トンに

カ ある レイ ドロー廃棄物処理 システム
という会社 の一 日の仕事 も ようや く終 わ り

に近 づ いて い ました。 エ ドモ ン トン ・アル

バ ータ ・ミルウ ッズステー キ部 の高 等評 議

員 であ る ドン ・ヒ ュー ズも自分 の席 で仕事

を しなが ら,今 日はいつ もよ りち ょっと早

目に帰 れ るな,な どと考 えてい ました。

1987年7月31日 の 午後3時30分 頃 の こと

で す。 エ ドモ ン トンに住 んでい た人 な ら忘

れ る ことので きな いよ うな,最 高 に気温 の

上 が った週 の出来事 で した。 この週 は異常

なほ ど湿度 も高 く,そ の前 の晩 も見慣れ な

い雲 が大量 に市の上空 を通 過 して いきま し

た。 まるで映画 の特殊 撮影 で も見て いる よ

うな光景 で した。

この 日,そ の時刻 の ほんの少 し前,ヒ ュ

ーズ兄 弟の夫 人が会社 に立 ち寄 って ,一 緒

に帰宅で きな いか どうか聞 きま した。

「私 も家 へ帰 りたい という気持 ちはあ り

ました。 で も同時 に 『ここにいな さい。 ま

だす るこ とが ある』 という奇妙 な気持 ちも

感 じたのです。私 は 自分 のや り残 した仕事

が何 であ るかはわか りませんで したが,そ

の さ さや きに従 って残 る ことにし ました。

そこで妻 には まもな く帰 るか ら,と 言 った

わけです。」

その直後,市 の その地域 の電気 が消 え ま

した。 その とき会社 に残 っていた7人 の う
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ような音を立てて,,材 木の山をその暗黒の雲の中に吸い込

んでいきます。自動車 も小屋 も機械 までも巻 き込んでいき

ます。

「私 はその部屋にいる社員全員に向かって,す ぐに食堂

へ避難して,竜 巻が過 ぎるまでそこを動かないように言い

ました。私は全員が避難するのを確認 してから,建 物の後

部 にいるほかの従業員の様子を見 に行きました。私 たちの

いる建物の南にある建物はすでに竜巻のために倒壊 しかか

っています。私の部下のひとりは写真を撮 っていましたが,

残 りの社員 は皆怖 そうに見ています。 どこへ避難 したらよ

いか,ま ったくわからずにいたのです。」

ここでも,ヒ ューズ兄弟 は部品倉庫へ避難するよう指示

しました。ところがそれでもぐずぐず しているのです。「そ

こで私はそれ まで出 したことがないような大きな声でしか

も強い調子で 『全員,直 ちに避難』と指示 を出しました。

みたまの力が働いてこのような命令が出せたのだと思いま

す。それで皆,我 に返 ったようでした。」こうして全貝急い

で部品倉庫へ避難 しました。

ヒューズ兄弟 は同僚たちの無事 を確認したあと,通 りに

面 した別の部屋へ向かって走 って行 きました。竜巻はすで

に高速道路の反対側にある運輸会社の建物を破壊 し,今 度

は走っていくヒューズ兄弟をねらっています。

会社の建物の窓ガラスも吹 き飛ばされ始めました。「まる

で散弾銃でも撃 ちまくっているような音で した。バーン,

バーンと次々に吹 き飛ばされ,割 れていきました。」

彼 は小さな貯蔵倉庫の中に飛び込んで避難すると,力 い

っぱい ドアを閉め,壁 にしっか りと体 を押 しつけて,同 時

に建物 の中にいた人が皆無事でいるよう願いました。

「外 の竜巻 はどんどん大きくなっていきます。音でわか

るというより,体 でわかりました。 まるで電車かジェッ ト

機のエンジンのような音です。地響 きのような重い音と,

かん高い風の音が一緒になった音でした。

私 は急いでいろいろなことをお祈 りしました。私 と一緒

に働 いていた人のためにも,自 分の家族のためにも,ま た

同僚 たちの家族のためにも,無 事 に守 られるよう祈 りまし

た。私は,自 分 が主のみこころに従 って生 きのびることが

できるよう願 い,そ して祈 りました。また,み こころなら

ばいつでもみもとに行 く用意はできています,と もつけ加

えました。」

ヒューズ兄弟が祈 っている間に,鉄 筋 コンク リー トの

建物 も吹 き飛ばされていきました。外 にあったはずの ト

ラクターや鉄鋼貯蔵庫,巨 大なエアー ・コンプ レッサーや

産業廃棄物用のコンテナといったものが,ま るでおもちゃ

のように空中に巻 き上げられていきます。貯蔵倉庫の壁 も

倒れ,ヒ ューズ兄弟 も床 に投げ出されてしまいましたが,
が れき

そのお陰でほかの瓦礫からは守 られました。見上げると天

井は吹 き飛ばされてすでになく,黒 い雲がうな り声をあげ
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て頭上 を通 り過 ぎていきます。もう一度竜巻が地面 に触れ

たら,と 思 うと生 きた心地 もしなかったのですが,竜 巻は

建物からだんだんと遠ざかっていきました。

ヒューズ兄弟は避難場所からはい出ると,壊 れかかった'

ドアに体当 りをして,貯 蔵倉庫から抜け出しました。「私 は

建物 の一部 には損害は出るだろうと覚悟 はしていたのです

が,実 際には無傷の建物 はひとつもあ りませんで した。 ま

るで巨大なハ ンマーでたたきつぶされたような状態 で し

た。」

通 りに面 した部屋 には何人かの女性が働 いていましたが,

そのうちのひとりのご主人が,た またま竜巻 に襲われる直

前 に会社に来ていて,近 くの退避所 に避難 していました。

ヒューズ兄弟はこの男性 とふたりで,食 堂があったはずの

場所へ走って見にいきました。そこでは二方の壁が崩れ落

ち,互 いに重なりあって,が れ きの山を作 っています。 そ

の山の上 に昇ってふたりはほっと胸 をなでおろしました。

社員たちが,た またま残 った2枚 の壁に囲まれた隅のとこ

ろに無事避難 していたことがわかったからです6

それからふたりは,今 度 は部品倉庫があったはずの場所

へ走って行 きました。そこではすでに残骸 の下から4,5

人の人がはい出しています。この人たちは素手でがれきの

山からねじ曲がった鋼材やコンク リー トのブロックを引き
ら

出し,そ の下にいるはずの同僚たちの救出にあたっていた

ので した。 こうしてこの人たちは,建 物の反対側のがれき

の山の中から,仲 間たちを助 け出しました。この大災害の

中で,長 期入院を要 するようなけがをした人は,背 中に傷

を負ったたったひとりだけでした。

緊急救助隊が到着したときには,レ イ ド甲一社の社貝 た

勤 潔毒欝 嘉懸 繋鷲蹴
大 の電 か ら自分 た ちの 身を守 ってい る ところで した。

この竜巻 はエ ドモ ン トンの歴 史始 まって以来 の大災害 を

もたら しました。損害 は2億5千 万 ドル(約325億 円)以 上 に

も及 び ました。市全体 では27人 の生 命 が奪 われ たの です。

丘の上 に立 ち,レ イ ドロー社 のつぶれ た建 物 をな がめて

い ると,ド ン ・ヒュー ズは,も しあの時,あ あ して いなか

った と した ら,と いう思 い に駆 られ ます。

「社 貝 の中 にひ と りも死者 が 出なか った ことは
,ま さに

奇 跡で す。 結局,私 たちが避 難 した場 所 だけ しか最後 まで

退避所 として の役割 を果 た した所 はな かったの です。 この

大 災害 の ことを考 えると,ま さに主 が そのみ手 を差 し伸 べ

て,私 たちの ため に避難 す る場所 を作 って くだ さったの だ

と しか私 に は思 えな いのです。」□

*ニ ュース キャスター であ るアイ リー ン ・F・M・ ベル は,

カ ナ ダのエ ドモ ン トン ・アルバ ータ ・ミル ウ ッズステー キ

部 のエ ドモ ン トン第7ワ ー ド部 で活動委員 会 の委 員長 とし

て働 いてい る。
馬
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間で聖餐の儀式 もお始めになりました。救い主がその民の

中にとどまられたがゆえに,不 思議なみ業が行 なわれたの

です。
たと

主 は よきサマ リヤ 人の讐 え をお話 しにな りました。 この

サマ リヤ人 は,お そ らく何 か大事 な会合 か用事 が あ ったの

で しょう。 それで も,困 って いる人を見 た ときには立 ち止

まりました。(ル カ1030-37参 照)

さて皆 さんは,困 って いる友 の話 を聞 くた めに,隣 人 と

話 をす るため に,み た まの ささや きに耳 を傾 けるため に,

どれ くらい頻繁 に立 ち止 まって いるで しょうか。

末 日聖徒 として,ま たク リスチ ャンと して,私 た ちは今

以上 に喜 んで立 ち止 ま り,助 けの手 を差 しのべ る必要 があ

ります。私 た ちは,機 会 を とらえて は善 を行 ない,人 格 を

磨 こう とす る人 を もっと必要 と して います。

ある 日,友 人 と私 は,若 い母親 が立往生 した トラ ックの

そばに立 って途方 にくれて いる光 景 に出 くわ しました。 そ

の母親 は幾 人 もの子供 を連 れ てい ま した。私 たち は立 ち止

ま り,助 け るこ とに しま した。 その母親 の説明 に よると,

トラ ックの ガソ リンが な くな った というので す。
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そこで私たちがカソリンを買いに行 く間,子供 たちと一緒

にいるように彼女 に言いました。彼女 は私たちの申し出に

感謝はしているようなのですが,ど うも人に助 けてもらう
ちゆうちよ

ことに躊 躇 して いる ようで した。私 た ちがガ ソ リンを容器

に入 れて戻 って来 る と,そ の女 性 はお礼 は言 う ものの,ま

だ こだわ ってい る様子 で した。

その とき私 に良 い考 えが浮 か び ました。私 はその女 性 に

こう言 った ので す。 「もし私 が 困 ってい る ときが あ った な

ら,今 度 はあな たが同 じよう に助

けて くだ さる というので はど うで

し ょうか。」彼女 は しば らく考 えて
ほほ べ

いま した が,そ れ か ら微 笑 む と,

「わか りま した
。今度 は私 が助 け

る番 です ね」 と言 ったの

です。

今 となって は私 は あの

日,友 達 とどこへ行 こう

として いたの か,ま った

く思 い出せ ませ ん。 しか

し,人 助 け をしたあ の心

温 まる経験 だけは はっき

りと覚 えて います。 きっ

と,私 た ちの大部分 は立

ち止 ま って,手 助 け した

い と考 えて いる に違 いあ
__一

りません。 しか し,私 た

ちは何 をした らよいのか わか らず,あ るいは また忙 し過 ぎ

た り,時 には恐れ を抱 いた りして い るの では ないで しょう

か。 また,人 助 けをす る適切 な備 えがで きて いない こと も

よ くあ ります。 しか も,あ る人が 危機 に直面 し,あ なたの

助 け を必要 とす るよ うな事態 になって も,よ りどころとな

るよ うな手 引 きは何 もないので す。

しか し,主 の 「手 引 き」 に書 かれて いる内容 を勉 強 し,

ザ

環 趨
.

轟

みたまの ささやきを聞 く者 となれば,霊 的

な準備 をすることはできます。困っている

人の要請 にキリス トのようにこたえるには

どのようにしたらよいのか,と いうことに

関する資料 としては,聖 典 やみたま以上 に

優れた指導書は存在 しないのです。

獅艦
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愛を深めるための段階

愛 を深め,思 いや りを
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し よう。

一た とえ都合 が悪 い ときであ って も
,あ る いは犠 牲 を

要 する ような ときで あ って も,奉 仕 の機 会 が与 えられた な

らそれ を明 る く喜 ん で受 けま しょう。

一ぜひ と も人助 けを したい と思 って いる人が周囲 に い

ないか,見 回 してみ ましょう。 あ なたが助 けを受 ける こと

ので きる人 はいな いか,あ なたが教 えて も らえる人 はい な

いか,考 えてみ まし ょう。

一何 事 に も感 謝 で きる よ うにな りま しょう
。

一手紙 を書 いた り電 話 を した方 が いい人 が いないか ど

うか考 えて みて くだ さい。 そ して考 えた こ とを実行 して く

だ さい。

一 だれ か特 定 の人の ために祈 って くださ い
。天 父 とお

話 しす ると きに は,自 分 の心 に思 い浮かべ た人 について祈

ってくだ さい。 その人 があ なた にして もらいた いこ とが な

いかど うか,天 父 に尋 ねて みま しょう。

忘れられな い経験

私 は数 カ月間,西 アフ リカのナイ ジェ リアに住 ん でいた

ことがあ ります。私 たちの支 部 には ひと りの かわ いい女 の

子が いま した。 その子 は7歳 で したが,体 重 はた った10キ

ロしかあ りませ んで した。私 が あの借 家 の礼 拝堂 に入 るた

び に,そ の子 はよ く後 ろの席 に座 って い ました。私 が好 ん

で したこ とといえば,そ の子 を抱 き上 げ,一 緒 に前 の席 に

連 れて行 き,集 会 の間ず っ と抱 いて いる ことで した。 それ

は まるでその子 に,私 の心 の 中にあ る愛 が ことご とく浸 み

渡 るような感 じで した。

あ るク リスマ スの とき,私 はいつ もの よ うにその小 さな

友 人 を抱 いてい ま した。 する と,全 員 で 「主 は生 け りと知

る」(讃 美歌108番)を 歌 い ます という発表 があ りました。

その とき,自 分 に向 か って歌 うの ではな く,そ の歌詞 にあ

るよ うに,今 抱 いてい る小 さな女 の子 に向 か って歌 いな さ

い,と いうささや きが聞 こえて きたのです。私 にとって は

力強 くもうるわ しい,忘 れ られな い経 験 とな りま した。 あ

の子 に とって もそ うであ ってほ しい と願 ってい ます。 賛 美

歌 の本 を見 なが ら 「愛 に恵み つつ,願 い聞 くため に」 と歌

っていた とき,こ の いたい けな少 女 の生涯 に も,rほ かの人

の生涯 に も,こ の賛 美歌 の中 で歌 われ てい る偉大 な祝 福 を,

私 という人間 を通 じて もた らすこ とが で きるのだ という こ

とに気 づいた のです。主 のみ手 の中の器 として,私 は心 に

弱 さを持 って いる人が いれば,そ の人 に慰 め を与 え るこ と

もで きるで しょう。 時間 を さいて,人 の嘆 きを聞 き,涙 を

ぬ ぐい,心 に喜 びを与 え,最 後 まで愛 する こともで きるで

しょう。 それ は,ち ょう ど賛 美歌 で歌 われて いるよ うに,

救 い主が私 た ちの ため に して くだ さっている ことです。 し

か し,主 は私 もそのみ業 に加 わ るよ う望 んでお られ ます し,

喜 んで奉 仕 の業 に携 わ り,喜 んで主 の み手 の中で器 となる
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心 を求 めて おられ るのです。主 は私 に も立 ち止 まって人 を

助 け るよ う望 んでお られ ます。 さらに,私 た ちが こぞ って

立 ち止 まり,困 って いる人々 を助 ける よう,そ して よきサ

マ リヤ人 になる よう,望 ん でお られるの です。

私たちはお互いを必要と している

私 は,自 分 自身の祈 りや願いの多くはほかの人を通 じて

その答えが与えられてきたということに最近気づ き始 めま

した。私 たちはお互いを必要 としています。与える者 も受

ける者 も共に祝福 を受け,神 の,冒、子,娘 として一層親 しい

関係を築 くのです。それについてマリオ ン ・G・ ロムニー

副管長は次のように言 っています。「豊かな人と貧 しい人 と

の間には,相 互依存の関係があ ります。施 しという過程を

通 して,貧 しい人は強められ,豊 かな人は謙虚にな ります。

そして,両 者が共に清められるのです。」(「聖徒の道」1983

年1月 号,p.169)

アフ リカで使われているあいさつの中で私の印象 に残っ

ている言葉があ ります。人に向かって 「お元気ですか」 と

尋ねると,そ の人は「あなたがお元気なら,私 も元気です」

と答えるのです。この言葉について考 えてみると,ま るで

人々が,使 徒パウロがコリント人への第一の手紙第12章 で

教 えていることを理解 しているのではないかと思わされ ま
の

す。 パ ウロは,私 たちは ひとつの肢体 だが多 くの もの か ら

で きて いる,そ してお互 いにいっ も大 いに必要 と し合 って

いるのだ と言 って い ます。私 た ちの様 々 な人間性 や強 さや

問題点 や愛 や経験 が必要 とされて いるの です。さらには「他

よ りも見劣 りが する と思 える ところ」(23節)さ え大 いに必

要 と して い ます。

「もし一 つの肢体 が悩 めば
,ほ かの肢体 もみな共 に悩 み,

一 つの肢体 が尊 ばれる と
,ほ かの肢体 もみな共 に喜 ぶ。」(26

節)救 い主 は私 た ちに向か って,ほ かの人 を 自分 と同 じよ

うに考 え(教 義 と聖約38:24-27参 照),主 が人 を愛 する と

同 じよう に人 を愛 しなさい と教 えて お られ ます。

で は,私 たちは どのよ うに それ を始 めれ ばよいので しょ

うか。 まず,何 事 も進 んで行 なう ことです。奇 跡 を起 こ し

に行 く途 中で,映 画館 へ行 く途 中で,集 会 へ行 く途 中 で,

進 んで立 ち止 まる ことです。 すべ ての人 の肩が軽 くな るよ

うに,互 いに進 んで重荷 を負 い合 うことです。悲 しむ者 を

進 んで思 いや り,慰 めが いる者 を進 ん で慰 め るこ とです。

(モ ーサ ヤ18:8-9参 照)キ リス トのみ名 を進 んで その

身 に引 き受 け るこ とです。 それ によ って私 た ちの存在 が明

らかにな り,私 たちは その聖 な るみ名 で呼 ばれ るにふ さわ

しい者 となるので す。「私 はキ リス トの言葉 を よく味 わ えと

あ なたた ちに勧 め た。 それ はキ リス トの言葉 は,あ な たた

ちの しな くては な らない こ とをみな教 えるか らで あ る。」

(IIニ ー フ ァイ32:3)□
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83年10月 の こ と で す 。 そ の 旅 行 者 は,フ ロ リ ダ 州 の

19 マイア ミからアルゼンチンのブエノスアイレスへ向
かっていました。13時 間 もの長 く退屈な飛行 の間 中,機

内食のほとんどを断わっていま した。彼 には空腹 を忘 れ

るほど興味深いことがあったのです。それは,息 子からの

誕生 日のプ レゼン トである 「最高のものを求めて」 という

本でした。

この旅行者 こそ七十人第一定貝会のチャールズ ・ディデ

ィエ長老です。 ディディエ長老 はアルゼンチン,ウ ルグア

イ,パ ラグアイ地域 の教会の代表管理役貝 として南アメ リ

カへ赴任するところでした。飛行機 がブエノスアイレスに

着 くころ,そ の本 はほぼ読み終 えていました。ディディエ

長老は体 を休めながら,待 ち受けている責任について思 い

をはせました。

22歳 のときに,母 国ベルギーでバプテスマを受けて以来,

ディディエ長老 は,受 けたすべての教会 の責任 に対 して,

全力を傾けてきました。彼は,良 いことを喜んで行なう人

だったのです。

1935年10月5日 にベルギーのイーセルで生まれたチャー

ルズ ・ディディエ長老は,当 時ベルギー陸軍の将校だった

父親のアンドレーが第二次世界大戦の開戦直後 に敵の捕虜

とな った ことを よく覚 えてい ます。脱 走 した彼 の父 は,身

を隠 し,時 折不 意 に訪 れ る以外 は,家 族 に会 うこ とはあ り

ませ んで した。 ディデ ィエ長 老 は,9歳 の誕生 日を迎 えた

ころの こ とを振 り返 って こう語 ってい ます。

「ゲ シュタポ(ド イツの秘密 警察)が 父 を捜 して いたの

で,私 たち は取 り調 べ を受 け ましたが,か ろう じてのが れ

る ことがで きま した。私 たちは.父 が隠 れて いたア ン トワ

ープ地方 へ行 き
,祖 父 と一緒 に住 むため に,そ こか らフ ラ

ンダー スへ行 き ました。」その あ と,ベ ル ギー は解放 され ま

した。「自転 車 で逃 げま どう ドイ ツ兵,飛 来 する飛行機,銃

撃,村 にや って きた連合 軍な ど,私 は まるで昨 日の ことの

よ うに覚 えて い ます。」

少年 時代 の チ ャール ズ は,周 りの人 と同 じように,カ ト

リックの教育 を受 け ま した。 そ して,家 族 の中 でただ ひ と

り,定 期的 に ミサに出席 して い ました。

家族 が ベル ギーの ナムール に住 み,チ ャール ズ も中学 を

終 え ようと して いた1950年 の こ とで す。 ふ た りの アメ リカ

か ら来 た末 日聖徒 の宣教 師が,家 の戸 を ノ ックしま した。

チ ャール ズの母 ガブ リエル は彼 らを部屋 に通 し,話 を聞 き

ま した。彼女 は,次 の年 の イース ターの休 暇 に,ブ リュ ッ

セルの小 さなバ プテ スマ フォン トで バプ テスマ を受 け ま し
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囮
ディディエ長老は,ヨ ーロッパの教会代表の管理役員 と

なり,ブ リュッセル をはじめ,14の 伝道部を任 されました。

その後,カ ナダにおける教会の活動を管理する責任 を受け,

1981年 には,ア ルゼンチン,パ ラグアイ,ウ ルグアイの伝

道部 とステーキ部を管理 するよう任ぜられたのです。1984

年に13の 新 しい地域会長会が召された際には,彼 はブラジ

ル,ベ ネズエラ,コ ロンビア,エ クア ドル,ペ ルーそして

ボリビアを含む南アメリカ北部地域の地域会長の責任を受

けました。

教会幹部 としての彼の任務は,多 くの時間 と労力を要す

るものですが,彼 は園芸,釣 り,水 彩画,料 理,読 書など

様々な趣味を続けています。人はバランスのとれた生活を

する必要がある,と いう信念を持 っているからです。彼の

語 学 に対 す る興味 は,価 値 ある財 産 といえ ましょう。 母国

語 の フラ ンス語 に加 え,彼 は英語,ド イ ツ語,オ ラ ンダ語,

ス ペ イ ン語 を話 します。

細身 で快 活 なデ ィデ ィエ長老 は,身 体 を常 に健 全 な状 態

に保 ってい ます。健康 を維持 する努力 をすれ ば,少 しで も

教会 幹部 に要 求 され る激 しい旅行 に耐 え る助 け になる,と

彼 は信 じてい るか らです。 ディデ ィエ長老 は,七 十人 第一

定員会 の ジー ン ・R・ ク ック長老 としば しばラケ ッ トボー

ル を します。 ク ック長 老 は,次 のよ うに話 してい ます。

「彼 はスポー ツマ ンで すね
。 よ く水 泳 を しますが,プ ー

ル を楽 に30な い し40往 復 でき ます。毎 日運動 して ます ね。」

肉体労 働 も運 動 の一部 にな って い ます。彼 が所属 す るワ

ー ド部(ソ ル トレーク ・エンザイ ンス テーキ
,エ ンザ イ ン

第5ワ ー ド部)の 監督 で ある リー ド ・ヘ イウ ッ ド兄弟 は,

デ ィテ ィエ長老 と息子 た ちが岩 を運 び,壁 を作 って 自分 た

ちの家 を建 て,庭 も美 しく整 えた こ とを語 って くれ ま した。

「私 は
,肉 体 的な労働 の価 値 を信 じて います。私 には そ

れが必要 です ね。」 デ ィデ ィエ長老 は こう語 ります。 「ソル

●エシプトのカイロ,教 会幹部としての責任を果たすために,デ ィティ工長老は世界各地を巡っている。
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トレー クシテ ィーや南 ア メ リカ にいる ときに は,ど うして

も毎 日8時 間 か ら9時 間 オフ ィスに こも ります。 エネル ギ

ーが余 って しまうの で
,そ れ を ラケ ッ トボール や水泳,絵

画,夏 には園芸 な どで発 散 した いのです。菜 園 を作 りなさ

い とキ ンボール大管長 が言 われ ま した。私 は もっ ともだ と

思 い,果 樹 を23本 植 え ました。私 は 自然 に返 って,自 分 の

手 で土 にふれる ことが好 きです。」

デ ィディエ長 老 の ます釣 りに取 り組 むさ まは,単 に彼 が

自然を愛 してい るとい うこ とだ けでな く,彼 の人生 におけ

る様 々 な活動 へ の取 り組 み方 を示 して い ます。釣 りに行 く

ときには,上 達 する ように,自 分 よ りも経験 豊富 な人 と行

くので す。「私 には,ま だまだ学 ばな けれ ばな らない ことが

た くさんあ ります。 だれ か らも学 ぶ ことがで き ます。」

ディデ ィエ長老 に多くの ことを教 えて くれ たひ と りに,

デ ィデ ィエ長 老 の母 親 がい ます。彼 女 は 「偉 大 な料 理家 」

で あった と彼 は言 って い ます。 デ ィデ ィエ長老 の作 るチ ョ

コ レー トの デザー トは,デ ィデ ィエ家伝 統 の もので す。

1983年 の11月,デ ィデ ィエ長老 はフ ェアーオー クステー

キ部 のス テーキ部 大会 に出席 するた めに,カ リフォルニ ア

へ飛 び ました。 そ して,ス テーキ部 長 の家 に予定 よ り早 く

着 いたので,家 庭菜 園を案内 して も らい ま した。

「ベルギ ーで よくとれ る西洋 ね ぎがあ ったんです
。今 ま

で作 った ことがなか ったの で,ス テーキ部長 は料 理方 法が

わ か らなか ったんで すね。私 は 『スープ を作 りまし ょう』

と言 い ました。 土曜 の夜 の会 が終 ってか ら,ス テーキ部 長

と私 はキ ッチ ンで,高 等 評議貝 や そのほ かのス テーキ部 の

指導者 な ど22人 分 の西洋 ね ぎの スープ を,次 の 日のため に

準備 しました。 彼 らは私 を教会幹 部 というよ りはむ しろ,

ス ープ を作 った人 として記憶 してい るので はないで しょ う

か。」

ディデ ィ土長 老 に とっての もうひ とつ の楽 しみは,自 分
ささ

自身 を捧 げる こと,つ ま りほかの人 に奉 仕 す るこ とです。

息子 のバ トリックは語 ってい ます。「父は困 って いる人を助

けるため な ら,い く らで も時 間 を使 い ます。」

隣 りに住 むヴ ィンス ・ロジ ャー ズさん はデ ィディエ長 老

22

の ことを,「 子 供 にす ごくや さ しい人で す」と話 して います。

ロ ジャー ズ家族 が休 暇 で家 を留守 に して いた と きの こ と

です。 デ ィデ ィエ長老 夫妻 は ロジ ャー ズ家 の十 代 の娘 エ リ

ザベ スに内緒 で,エ リザ ベスの部 屋 の壁 紙 をす っか り張 り

か えて しまい ました。 エ リザベ スは,こ の思 って もみな か

ったプ レゼ ン トに喜 びで いっ ぱいにな りま した。

デ ィデ ィエ長 老が近所 の子供 た ち と遊 ぶ ときの ゲーム に,

「エ レベー ター」が あ ります
。 子供 を両手 で抱 えて,子 供

が デ ィデ ィエ長老 の スー ツの上 の ボタ ンを押 した ら高 く差

し上 げ,下 の ボタ ンを押 した ら下 ろす というゲー ムです。

デ ィデ ィエ長老 の行 な ってい る奉仕 の 中に,自 分 の先祖

への伝道 が あ ります。 デ ィデ ィエ長老 は過去数 年間,自 分

の親 や妻 の家系 を調 べる ために,多 くの時 間 を系図 図書館

で費 や して きてい ます。 ときには夜 間,2時 間,3時 間 も

かけ て調 べ る こともあ りました。「私 は,ま だ この作業 を続

けて い ますが,い くつかのす ば ら しい成果 を得 て い ます。

私 たちは4代 の家族 の記録 を調べ終 えるための情報 を全 部得

ました。次 の段階 は,神 殿 に提 出 する ことです。

彼 は,た くさんの事 を成 し遂 げ て も,さ らに,よ りよい

もの を 目指 す こ とを忘 れ ませ ん。

また,教 会 幹部 という役職 につい て,「 自分 も家族 も毎 日

テス トを受 けてい るような もので すよ」 と語 って い ます。

「教 会幹部 は
,教 会 の正 式 な代 表者 です。普 通,会 貝 た

ちは,私 た ちが何 で も知 って いる と思 って い ます が,事 実

は違 います。神聖 な召 しにこたえ,人 々の期待 と,ま た そ

れ よ りももっ と大切 な主 の期待 とに添 う生活 をす るよ うに,

常 に努力 しなけれ ばな りませ ん。これ は,大 きな課題 です。」

この課題 をふ まえたう えで のデ ィデ ィエ長老 の 目標 は,

どの ような もので し ょうか。 それ はまず,自 分 の家族 の た

め に最善 を尽 くす ことがで きる ようにな るこ とで す。

2番 目は,主 の代 理 人 として主 のみ こころ に添 った働 き

を し,み こころ どお りに主の王 国 を築 くことです。 □

*記 者 として働 いて いたエ ドウ ィ ン ・ハ ロル ドセ ンは,現

在 い くつかの大学 の報道 学部 で講 師 を して い る。彼 と彼 の

妻 ク レオ はユタ州 プ ロボ に在住 してい る。



｣Z毛}良f6三≒=8861/奪翠1(0ヨ三些≡差∈

導⊆G=～畝慢ロユφ團銘昇是⑦漂竈くへ∩発⑦自く轄14勲

G暫寺2昇是⑦葡竈4qユ(汐騨Q劉母ξ輩羅⊃1ユゑ鰹告目‡ll

推。4∩翠皐ρ導⊃1=～⊇曾qユ(汐騨∩⊇酵⊃1捌話鰹=～⊇q

∩9漁ゑく¢鋤ユ中⑦岳目`罪1推4(汐騨》馨母碧/(を4e

oG

f∩ユ(ρ(}4Gqユ∩黎⊃1舟`Ψ蝉獲耳4qユ皐ユ砕袈輩

担兵蝉由7藤>9老鐸。4∩ユγ吾率白鰍4一と真fに1挫`く¢

(04律9(汐袖⊃に彦ユ麟署∈q(～」～鰹喚暴⑦老04∩寧勲

G暫牽宰⑦冊τ9q=～響/(去4r去4qユレ〈4冨ユγ駆2率

⑦<¢劉ユ獲剰挫`日曾禦4(今ユ41裂劔率孕湿覚ユ∩⊆⊇

。4∩ユ「Y科皐宰ユ鰹=～2

管ρG暫(}⊃に2勲推孕》最⑫ゑ軽⊃1[則鰭⑦老(}<4∩。卓

ユ⑦4宰ユρ【%1辮皐囲抵障4蛛⊃1挫鰹纒[彰胃∩∈…妻鰹9

22。4∩率(1畢母2コ管qユ∩着箪⊃惰厚葦21話尋塗鰹沓目

`9銘魚者揮昌尋墾∩舞⊃哩幸輩認γ粛ユv袈母暴竈`皐1挫

。ゑユ9
【¢4(ヘユ》集=～受宰ユ鰹22ゑ認q暫畢》

量⑦白醇沓目溜勲qユ(汐駈畢口∫捏♪⑦v刈×rピヒ・×エを…F

寧1挫`9障評障。4∩準qユ勲購》乎畢戻Q團9.巨4Ω評

4>蓼=～2哩(卑胆(}⊃1禦醒聯当⑦二～`Ψ4∩翠(査ユ∩劉嬰

〉こF2望=4Y亙ユ壬1望自=～牽瑠嬰潭切〕蜂当4∩9彦‡:1推

。4∩ユ!ソ吾率健〉翠1ユ∩Ψ孕・り倒白率禦

`罪1卑4Y亙⑦【字翼拍【4∩o卓ユ⑦(}4G号∩呈呈ユqG21

雌劇ζ⑦等耳享〉甲ユ白4'Σ^翠悔4挫04∩ユY(トq二～〔:・<4

乙⑦箪膿`ア1⑦4G号～享螺告訓醇書母皐費認γ粛羽∫}呈ゆ

告學Ψ挫。卓ユ⑦4(圏騨q留=～q4q号㍗σ告21Y箪⑦ユ

迅ん巨畢ρ量⑦告目`翠1激4G障コ～2∩=～⑦(燈¥4∩(ト彦

。ゑユ⑦4勧孕呈魁塗∈q二～⑫宰ユ鰹2

⊇廊昭種(}畢叩⊃1翻話劉Y`測ユ射刎∫捏牌秦¥判挫。4

∩ユ晴剴(ひq20∫シ劉4Gま障笥(汐寧胃》茸率3率皐4Gu

コ～箭⑦雲最`瑠墨哨∩璽`到階剴4雛4茸母Ψ〉駈Ψ挫
をくへ

。互ユ⑦4G3⊃1(トア9号鼻

【4沓⊃伽Yゑ吾聖母ρ量茸撃¥4勧⑦岳目`翠1推4(鰐4Q

劉畢暴;藁21[些竈。4∩準皐ユ(汐騨∩く4(字(辛耳緯迅・⑰乎⑦告

目=4率04∩準宰Ω.鰹=～⊇G針母呈撮吸q;～(Σ禦Ω.蓄覚5字

叢呈⑦老宰1挫`ユqユv竪牽毒呈》⑦×=〔髪⑦中ω景呆費

。
.巨ユ⑦(摯胃∩9ウ(汐母q量=～99認⑦源年毒v2`∈9詳

ととム・刈!1rこv口

=¥11睾.σ4(*

"暑墨

判=腱

。ゑユ⑦4G留

.4。鐸欄、畑職蝋母暴搬挫

一一〇『瞳雛》ユ1¥昔郵馨《聾耐聾



持 ちにかられたのです。 この新 しい聖典 は,私 がそれまで

学んできた事柄にさらに確信を与えてくれるもので した。

私が経験 した最 も大 きな祝福 は,聖 書 を読んでいて浮か

んでくるどんな疑問も,モ ルモン経を学ぶ ことによって解

決 したということです。聖書の中の聖句に光が与えられ,

自分の理解力が高まりました。

この末 日にモルモン経が与えられているという事実 は,

神が今 なお奇跡 を行なわれるという私の信仰 を,確 固たる

ものにしてくれました。

ある日,私 は数人の牧師の訪問を受 けたことがあ りまし

た。私 は,神 が天使を通 して人間に再 び新たな聖典 を与え

てくださったことを,ま たその奇跡的な方法を彼 らに意気

揚々と伝えました。すると彼 らのひとりは,そ れらはすべ

て悪魔 の仕業であると答えたのです。 しかし私はどうして

も彼らの意見を受け入れることはできませんでした。 とい

うのは,私 はすでにそれ まで読んできた事柄に大 きな一致

を感 じていたからです。当時私はエゼキエルの予言のこと

は知 りませんで したが,私 はついにふたつの木を受 け入れ

ることになったのです。ひとつはユダの木(聖 書),そ して

もうひとつはヨセブの木(モ ルモン経)で す。それらは私

の手,私 の心の中でひとつとなりました。(エゼキエル37:

16参 照)

以上のことは,モ ルモン経がどこの教会 のものか何 もわ

からないうちに起 こったことです。イタ リアの ミラノの中

心地で街頭集会を開きながらモルモン経の教 えを伝えてい

る宣教師 に出会 ったのは,そ の後私が18歳 になってからの

ことで した。

それから数カ月後,私 はそれらの聖典 に導かれ,支 えら

れて,バ プテスマを受け,主 の教会に入 りました。□
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ぽうぜん

安全な道路ぎわに走って行 きました。次 に裸足のまま呆然

としている4歳 の息子が父親の腕 に抱かれ,い つ爆発する

とも知れない,炎 を吹きあげた車か ら避難 しました。

私と赤ちゃんが最後に残されました。赤ちゃんのいすの

ベル トをほどく時間は私 にとって永遠 にも思われました。

フロイ ドの手を借 りて外 に出た私 たちは一 目散 に走 り出 し

ました。

通 りがかりの若いフランス人夫婦が立ち止まってくれた

とき,車 からは油臭い煙がもうもうと立ちのぼっていまし

た。ご主人 は助 けを呼 びに電話の方へ走 って行 き,奥 さん

は私 と一緒 に子供たちをなだめてくれました。

次に通 りかかったのは,ト ラックの運転手でした。彼 は,

自分の トラックから消火器 を取 り出すと火を消 し始めまし

た。それか ら夫 を手伝い,車 からほとんどすべての荷物 を

運び出して くれたのです。 しかし車の方はなおも燃 え続け

ています。

そのうちに近所の農家の人々 も騒ぎを聞きつけて方々か

ら集まってきました。間もなく大型の消防車 と警察の車が

やってきました。たちまち消防署員によって火が消 し止 め

られ,私 たちは残 りの荷物 を無事運 び出すことがで きたの

です。

故郷のカリフォルニアか らはるか遠 く離れたスイスの路

上で,焼 け焦げた車と散在 したスーツケースを前に,私 た

ちは途方にくれました。 と同時に自分たちも荷物 も無事 で

あったことにほっとし,感 謝 しました。
「英語のできる方はいませんか。」夫は期待 を込めて尋ね

ました。 しかしそばにいた人たちはみなきょとんとして肩

をすくめるだけで した。

と,そ のときひとりの男性 とその息子さんが進み出てお

ぼつかない英語で こう言ったのです。「我が家においでなさ

い。」そして谷の向 こうの小 さな家を指さしました。彼の小

さな車で二往復 し,や っと家族全員 と荷物が彼の家に落 ち

着きました。今知 り合 ったばかりのその人の奥 さんは,私

たちのために食事 を用意 し,疲 労 しきった子供たちをベッ

ドに寝かせてくれました。 また私 たちの荷物の詰め替 えま

で手伝ってくれ ました。

彼女は英語が上手で,私 たちは夜遅 くまで話 し合 いまし

た。彼 らも末 日聖徒 であることがわかったのは,翌 朝私 た

ちが帰 り支度をしているときでした。 そのためか,私 たち

にとって彼 らは一層特別 な人たちとな りました。

休暇で出掛けたアルプスの山あいでのあの日の出来事 は,

忘れられない思い出となりました。私 はあの恐ろしい体験

を,そ しでまた偶然 に知 り合 ったあのスイス人家族(信 仰

を同じくする兄弟姉妹)や,彼 らが私 たちに示 してくれた

大きな愛を決 して忘れることはできないで しょう。□

*カ レン ・L・ ブラウン。主婦,カ リフォルニア州エンサ

イタスワー ド部初等協会教師。

十二使徒定員会会員

ジエームズ ・E・ ファウス ト

然たる揺るぎない信仰 をはぐくむことで,私 たちの

純 成長や業績が制限 されることはあ りません。むしろ
る

そのような信仰は私 たちを強め,さ らに一層の進歩を約束

してくれることでしょう。

何 カ月か前に私 は別の教会幹部 とあの美 しいタヒチ島を

訪れました。飛行機 がパペーテ空港に着 いたのが明け方の

4時 頃であったにもかかわらず,地 区代表のビクター ・ケ

イブ兄弟をはじめ地元の教会指導者たちが私 たちを出迎え

てくれました。私 たちは急いで荷物 をまとめ,そ の 日に予

定されている行事 に備 えるため,少 しで も休息、を取 ろうと

ホテルに向かいました。

薄明 りのなか,ま だだれもいない道路 をケイブ兄弟の車

で走っていると,前 方を横切 る人影が見 えました。ケイブ

兄弟は車のスピー ドを落とし,そ の人が安全 に渡れるよう

にしてあげてか らこう言いました。「彼はここから少 し離れ

たところにあるワー ド部の会貝ですが,神 殿に行 くために

急いでいるんです。9時 にならないと最:初のセ ッシ ョンは

始 まらないのですが,余 裕 をもって神殿 に着いていたいと

言うんですよ。」
「あの兄弟は神殿からどのくらい離れたところに住んで

いるのですか。」私は尋ねてみました。「ほんの2,3ブ ロ

ックです。」ケイブ兄弟 はさらに,神 殿職員が彼のために神

殿の門を早 く開けてくれること,彼 がその美しい神殿の神

聖 な敷地の中で 日の出.を迎えていることを教 えてくれまし

た。

なんと強い信仰なので しょうか。彼はそこで瞑想をする

ために喜んで睡眠時間やほかのしたいことを犠牲にしてい
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教会幹部 に召され総:大会で壇上に座 るようになる前,テ レ

ビやラジオを通 して総大会の説教 を全部聞こうとしたもの

です。ある大会のとき,私 の息子がその土曜 日の部会の説

教についてセミナ リーのクラスで報告する割 り当てを受け

ていました。私 と息、子はその部会での説教 に真剣 に聞 き入

っていましたが,終 わってから息子が 「指導者がぼくらに

伝えようとしていることは何だろうか?」 と考 え込むよう

に言いました。最 も大切 な点 を自分で理解 しようと努力 し

ていたのです。

私たちは皆 「指導者が私たちに伝えようとしているメッ

セージは何だろうか」 と自問してみるべきです。生ける予

言者は永遠 という観点 を私たちに示 し,ど のようにしたら

世に勝つことができるかを教 えて くれます。 もし私たちが

その言葉に耳 を傾 けなければ何 も知ることはできません。

与えられた勧告 に従 ってはじめて約束 された祝福にあずか

ることができるのです。

私がまだ若 くステーキ部長の責任を受けていた頃,ス テ
ーキ部大会に来られた教会幹部の方々に接する機会がたび

たびあり,そ れはすばらしい経験でした。 ヒュー ・B・ ブ

ラウン長老が来られたのは彼が十二使徒 に召されるちょう

ど1週 間前でした。私 たちはその大会 でたくさんの愛と思

いや りの心を感 じました。大会のあと,ブ ラウン長老と車

のところまで一緒に歩きながら私はこう尋ねてみたのです。

「ブラウン長老
,私 に何か特別 なア ドバイスをいただけま

せんか。」

ブラウン長老の答 えは,「わかりました。では指導者に従

ってください」というものでした。 それ以外 に何 も言葉を

足したり説明したりされませんで したが,こ れ以上力強い

勧告があるでしょうか。指導者に従 うという強い信仰を持

ちなさい,と 。

私の祖母のメー ド・ウェッツェル ・ファウス トはよく小

さな孫たちにブ リガム ・ヤング大管長のころの総大会の話

をしてくれ ました。祖母 はジョセブ ・スミスを除けば,ヒ

ーバー ・J・ グラントに至るまですべての大管長を見て知

っていました。その長い経験から彼女は,「教会 の指導者に

背を向けて成功 した人はひとりもいません。」と断言できた

のです。

思い煩ってはいけません

教会の指導者の人間的な弱さをついて教会 を批判 しよう

とする人たちがいます。イエス ・キリス トただひとりを除

いて,過 去から現在に至るすべての教会の指導者たちは確

かに人間的な弱さを持 っていました。 しかし,ゴ ー ドン ・

B・ ヒンクレー副管長が数年前に言われたように,「 過ちを
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強調 し,ほ かにたくさんある良い点を認めないのは風刺劇

画を描 くようなものです。そのようなものは確 かにおもし

ろいかもしれませんが,下 品で不愉快 になることもよくあ

ります。気品と美 しさを備 えた人の肖像画 を描 くときにそ
ほお

の人 の頬 にある いぼを実 際以上 に強 調 して描 いて しまった

らそれ は正 しい姿 を伝 えて い るとはい えませ ん。」(「チ ャー

チ ニ ュー ズ」1983年7月3日 付,p.11)

さ ら にヒンク レー副 管長 は同 じ話 の 中で こう言 ってい ま

す。「初期 の教会 の指導 者 たちの中 には何 らかの 間違 いを犯

していた人 がい るか もしれ ません。 また,至 らない点 があ

ったか もしれ ませ ん。 にもかかわ らず あれ ほど偉大 なこ と

を成 し遂 げたので す。 なん と驚 くべ きことで し ょうか。」今

日で も同 じこ とが言 え ます。

ウイル フォー ド ・ウ ッ ドラフ大管長 は聖徒 たちが基本 的

な こと にもっ と関心 を示 す よ うに切実 に訴 えか け,次 の よ

うな勧 告 を教会全 体 に与 えられ ま した。 「神 がだ れ であ る

か,ア ダム がだれ であ るか,キ リス トが だれで ある か,エ

ホバが だれ であ るか,そ の よ うな こ とに思 い煩 って はいけ

ませ ん。 それ以 上 かかわ るのはや めな さい。 なぜそれ ほ ど
ら

まで に悩 む のです か。神 は神 であ り,キ リス トはキ リス ト

で あ り,聖 霊 は聖 霊 なので す。私 たち はそれで十分 とすべ

きで す。 もしそれ以上知 りたけれ ば,神 と直接 まみ える と

きまで待 ちなさい。主 の前 にあ って謙遜 にな りな さい。光

と真理 と神 の王 国の原則 に関 す る知識 とを熱 心 に求 めなさ

い。」(「 ウイル フ ォー ド・ウ ッ ドラフ説教集 」pp.135-36)

「神 の王国 の原則 に関す る知 識」 を得 るため には霊的 に

清 い状 態 を持続 させ る ことが必要 です。風刺 や批判 を避 け

な けれ ばな りませ ん。現代 はそれ らが満 ちあふれ てい る時

代 です。ヒンク レー副管長 は次 の ように言わ れ ました。「批

判 は離婚 の前触 れで あ り,反 逆 の生 みの親 であ り,時 とし

て失敗 の元 凶 とな ります。 それ は教 会 で は不活発 の原因 と

な り最 後 に は背教 へ と向 かわ せ ます。」(「チ ャー チニ ュー

ズ」1983年7月3日 付,p.10)

いくつかの基本的な原則

霊的に清い状態,す なわち純然 たる揺 るぎない信仰 を持

つためには,い くつかの基本的な原則を真理 として受け入

れる必要があ ります。それには以下の ことを信 じることが

含 まれます。

1.父 なる神の独 り子イエスは,キ リス トであり,世 の救

い主,贈 い主である。

2.ジ ョセブ ・ス ミスは真の神の予言者であり,彼 を通 し

て完全な福音が回復された。

3.モ ルモン経は神のみ言葉であり,ジ ョセブ もス ミスの
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,や って来たバスが 自分の乗 るバス

なのかどうかわか らない悩み,思 いどお

りに仕事が進 まない悩みなどいろいろで
Σ す

。そして,そ んな私 に周 りの人々はど

う接 したらよいのかわか らずに戸惑 って

しまうのです。
さ さい

しかしこのようなことは些細なことで,た い

縣裾 環i{幾lll警{雛
いかなる言葉をもってしても表わし得 ない深い愛で愛 して

くださっているという確信,末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

騒 会が唯一真実の教会であ り,神 の予言者 を通 して啓示が受

…_麟 鰍 鎌1難醗1三灘1灘
顧 守られているという安心感があ ります。 またそのような知

識があることに,私 自身喜びと平安 を見いだしています。

私 にはその比類ない美しさを十分 に理解することはでき

ないかもしれませんが,福 音 に対 して大 きな喜びを感 じて

います。そ してその福音の輝 きを思 うとき,私 は驚嘆せず

にはいられないのです。私はその輝 き(光)を,今 奪われ

ている光 と取 り換えたいとは思いません。

これから直面するであろう困難や悲 しみを思 うとき,私

は次 の救い主の言葉に心 が慰め られるのです。「すべて重荷

を負うて苦労 している者 は,わ たしの もとにきなさい。あ

なたがたを休ませてあげよう。」(マ タイ11:28)

主が私たちに休息 と安 らぎを与えてくださるとはなんと

いう慰めで しょうか。 このような知識があれば,人 生は豊

かで美 しい,生 きる価値 のあるものになるに違いあ りませ

ん。□ 妬

つ だったか,だ れ かが私 にこん なこ とを言 い ました。

い 「あなた は生 まれて こなか った方 が良か ったわ ね
。

これ まで受 けて きた苦 しみや失 って きた もの を考 えて ご ら

んなさい よ。」

深 く傷 つ いた私 は反発 して言 いま した。「で も人生 は楽 し

いわ。」

友 人がす かさず言 い返 しました。「で もいつ もそ うとは限

らないわ♂ そ うで しょ。」

今 まで の 自分 を振 り返 って みる と,こ の友人 の言 う とお

りで した。確 か にいつ も楽 しい ときばか りで はあ りませ ん

で した。盲 人で ある私 は,実 際絶望 に陥 ったこ とも,夜 泣

きなが ら眠 った こと も,何 カ 月 も無感動 の ま ま過 ご した こ
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まで死にかけている人に祝福 を授けた経験のない私 は,何

をどう言ったらよいのかまったく見 当がつかなかったから

です。私はみたまに導かれるままに語ることにしました。

私 は彼女が元気になって育児ができるようになること,彼

女の地上での使命がまだ終わっていないこと,彼 女が家族

にまだ必要 とされていること,け ががすみやかに回復する

ことなどを約束 したことを覚 えています。

この祝福の言葉に,看 護婦や シスターなど,救 急治療室

内の人々は一様 に驚 いたようで した。その人たちはこれを

彼女 に対する最後の儀式だと思っていたのです。私 たちが

重体の彼女 に向かって回復するなどという言葉をかけたの
あ ぜん

で,彼 らは唖 然 として しま ったので した。

は,シ ャロ ンに回復 の見込 み

があ るとい う私 たちの思 い を

知 って喜 んで くれ ました。 そ

して翌 日,そ の シス ターか ら

私 に電話 がかか って きま した。

シャロ ンが私 に会 い たが って

い るというので す。

病院 に行 って みる と,彼 女

はベ ッ ドの上 に起 き上が って

い ました。顔 には笑 み さえ見

せ,目 は輝 いて い ました。彼

女 は私 に祝福 して くれ

た ことを感 謝 し,聖 句

を少 し読 んで くれる よ

うに頼 みま した。帰 り

ぎわに,顔 からはずれ

かか ってい る酸素 マ ス

クを直すように頼 まれた私 は,彼 女の頭のバン ドに手をか

けました。不思議なことに,彼 女の頭には傷 を受けたよう

な様子がないのです。血がにじんだあとも骨折 したような

あともなく,ま ったく正常 に見えました。

それから2週 間後,シ ャロンは腕 を三角布 でつるし,額

に小さな包帯を巻いただけで病院から外 へ歩いて出ること

ができたのです。この出来事 は,私 たちふた りにとって貴

重な経験 となりました。またシャロンにとって も,そ れは

神権 に対する彼女の並々ならぬ信仰 を表わすすばらしい機

会 となりました。そして何よりも私はこの機会を通 して,

求 められたならいつでもすぐに,神 権者 としての業 を行な
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者たちに導 きと恵み牽施すために使者が送 られてくる時,

使者は見知 らぬ者ではなく,私 たちの親戚,友 人,同 じ存

在,同 じ僕,仲 間から来 るのである。 この世を去った古代

の予言者たちが地上の同じ存在 を訪れるのである。 この世

を去 った古代の予言者たちが,ア ブラハム,イ サク,ヤ コ

ブを訪れ,山 上で救い主を待ち,導 きと恵みを施 した聖 な

る存在 と言 った方があなたがたは好むかもしれないが,そ

のような存在である。…… この地球 を去 り,忠 実であって

この権利と特権 を享受するにふさわしい私たちの父親,母

親,兄 弟姉妹,友 人は,肉 体 において愛を培 った人々に対

し,神 のみ前 より,愛,警 告 または叱責,教 えの言葉 をも

たらすために,再 び地上に来てその親戚 や友人を訪れる使

命 を受けるかもしれない。」(「福音の教義」『導 きと恵みを

施す天使の特質』pp.417-18)

では私たちには,こ の世 にいる間常 にそばにいる特別な
「守護天使」がついているのでしょうか

。

1973年 の総大会で,ハ ロル ド・B・ リー大管長 は,目 に

見えない天の使いから祝福 を受けたことを次のように語っ

ています。
かいよう

「私 は潰瘍 を病 んで いて
,そ れ は 日増 しに悪化 して いた。

私 たちはその と き伝 道部 を視 察 中であ ったが,あ る 日の朝,

妻 の ジョー ン も私 も,で きるだけ早 く家 へ帰 るよ うにとい

う霊感 を受 けた… … その帰途,私 た ちが飛行機 の前部座 席

に座 っていた ときの ことであ る。何 人 かの教会 員 が次の セ

クシ ョンに座 っていた。 ところがある所 まで くる と,だ れ

か が私 の頭 の上 に手 を按 くので ある。 そこで私 は顔 を上 げ

て見 たが,そ こに はだれ もい なかった。家 に着 く前 に,ま

た同 じこ とが起 こ り,再 び同 じ経験 を した。 それが一体 だ

れで あったのか,ま た何 に よったのか,私 にはわ か らな か

った。 しか し数 時間後,私 は 自分 がその と き祝福 を受 けて

いた ことを,し か も最 も必要 とす る祝福 を受 けて いた こと

を知 ったの であ る。家 に着 く とす ぐに,妻 は非 常 に心配 し

て医者 に電話 をか けて くれ た。 医者 が私 に電話 口に出て く

れ と言 ったので出て みる と,気 分 はどうか,と 尋 ね てきた。

私 は 「ひどく疲 れて いる。 で も,大 丈夫 だ と思 う」 と答 え

た。 ところがその直後,私 は大量 の血 を吐 いた。 もしそれ

が飛行 中 に起 こって いた ら,私 は今 日,こ うして ここに立

ち,こ の話 をす るこ とはなか ったであ ろう。」(『汝 ら聖 なる

所 に立 つべ し』 「聖 徒 の道」1974年3月 号,P.140)

リー大管 長 はまた教 会 の若 人 に,「 神 の守護 天使 」の助 け

がある ことを約 束 して くだ さってい ます。

「若人 の皆 さん
,私 たちは共 に船 で旅 に出て いる ような

ものです。 ・…・・自然 の猛 威 が力 を奮 い,嵐 が巻 き起 こるか

もしれ ません。 それは船 が難i破 して しまうほ どの精神 的 ,

情 緒的嵐 か もしれ ません。 それが何 であれ パウ ロの ように,

長 い間 の断食 に よって強 め られ る信 仰 に よ り,悩 み 多 い

『夜』 に
,皆 さんは 『仕 え拝 んで いる』神 の 『守護天使 』
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を身近 に感 じることでしょう。」(「立派な人生を送るための

決意」pp.79-80)

ジョン・A・ウイッツォー長老は,私 たちに 「守護天使」

がついているかどうかというテーマをとりあげ,次 のよう

に語 りました。「天使たちが しばしば私たちを事故や危害 か

ら,あ るいは誘惑や罪から守 ってくれるということは疑 う

余地があ りません。そのような使 いたちを 『守護天使』 と

で も呼ぶべ きでしょうか。多くの人々が肉のまなごでは見

ることので きないところか ら導 きや守 りを受けてきたこと

を証 していますし,今 後 もそれは続 くでしょう。聖 きみた

まを常 に伴侶 とすることによって得 られる助けや聖 き天使

たちからの援助がなければ,私 たちの人生の悩 みは大いに

増すことで しょう。

しかしながら,こ の世 に生を受 けたすべての人々 に,常

にみ守 りを与える守護天使が与 えられているという一般 に

流布 している考 えには,明 確な根拠があるわけではあ りま

せん。……あるいは,私 たちに特別な援助を与える使命 を

受けたときにのみ訪れる天使 も 『守護天使』 といえるか も

しれません。 しかし私たちが常 に聖 きみたまを伴侶 として

いれば,そ うした特定の天使を伴侶 とする必要 はなくなる

のではないでしょうか。

したがって,さ らに詳 しい知識が与 えられる 日まで,天
ら

使 は私 たちの必 要 に応 じて み守 りを与 えるため に遣 わ され

て くる とい うことはい えると しで も,す べ ての人々 のそ ば

について み守 りを与 え る特別 な守護天使 がいる とい うこと

は言 明で きない のです。」(「イ ンプル ーブ メ ン ト・エ ラ」1944

年4月 号)

今 日で も,ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィ ング ・ス ミス大管長

とブル ース ・R・ マ ッコ ンキー長老 は共 に,生 活 の 中で危

機 に瀕 した人々 には導 き と恵み の天使 の助 けが与 え られ る

と言 ってい ます。 しか し彼 らの言葉 によれ ばこの世 の人々

に とっての本 当 の守護天使 は,キ リス トの光 と聖 霊 を通 し

て得 られる力 と導 きなのです。(ジ ョセ ブ・フ ィール デ ィン

グ ・ス ミス著 「救 い の教義 」第1巻 第3章,p.53参 照)

以 上 の ことか ら次 のよ うにい うことがで きます。

(1)私 た ち一 人一人 は皆,キ リス トの光 と聖霊 を通 して

常 に守護 の力 を受 ける ことが で きる。

(2)恵 み と導 きの天使 は,主 の僕 や忠実 な人々の もとへ

危急 の際 の導 きや慰 め,み 守 り,指 示 を与 える ため に遣 わ

され て くる。

(3)目 に見 え る見 えな いにかか わ らず,私 た ちに導 きを

与 えて くれ る天使 は,私 た ちの状況 を よく知 り,私 た ちの

幸福 を願 ってい る,す で に世 を去 った家族 であ るこ ともあ

る。

(4)天 使 の導 きと恵み を受 け るため には信 仰 が欠 かせ な

い。□
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ことがで き ます。主 をよ く知 るも うひとつの方法 は,主 の

模範 に従 う ことです。私 たちの行 な いが キ リス トの ように

なれ ばなるほ ど,私 た ちに対 す るキ リス トの深 い愛 が伝 わ

って きます し,キ リス トのよ うな愛 し方 で人々 に接 す るこ

とが できる ようにな って きます。 モルモ ンは この よ うに教

えて います。「この愛 はキ リス トの純粋 な愛 であ って永遠 に

つず くものであ る。従 って終 りの 日に この よ うな愛 を持 っ

てい る人 はさいわ いであ る。 それ であるか ら,私 の愛 す る

兄弟 らよ,あ なた たちは,神 が御 子 イエ ス ・キ リス トに真

に従 う者 たちに一人 の こらず あた えた もうたこの愛で 自分

たちの胸 を満 すため にあ りた けの心 をつ くして御 父 に祈 れ。

これは また,あ なた たちが神 の子 らとなるた めであ る。神

の現 われた もう時 には神 をそ のあ りの ま まの姿 で見 るにち

が いないか ら,そ の時 には神 に似 た者 になる ことがで きる

……
。」(モ ロナイ7:47-48)

私 た ちが真 実 の愛 を持 って いれ ば,一 つ一 つの行 な いの

中 にキ リス トを思 い起 こすは ずです。 また私 た ちのなす選

択 や生活 は,キ リス トの み こころを反映 した もの とな り,

日々の行 ない はキ リス トに倣 った もの とな り,文 字 どお り
ただ

「堕落したる肉欲 の有様 より義 しき有様 に移 り
,神 に腰わ

れて神の息子 または神の娘」(モ ーサヤ27:25)と なるので

す。

この厚則をよく理解 している人々は私たちの周囲にたく

さんいます。私の知 っているある姉妹 は最近,盲 人のため

のある集いでボランティアとして案内役を務めました。ほ

かにも大勢の教会員が他の宗派の人々と一緒になって,参

加者を実習室や受付 に案内する手伝いをしました。 しか し

この姉妹の働 ぎはこゐ集いだけではあ りません。彼女 は身

寄 りのない孤独 な女性の友達 となって買い物や雑事を手伝

い,通 院の手助 けをしま し』た。 そしてその女性が重病 に伏

すと,今 度はベッ ドの傍 らで慰めを与 え続けました。そし

てその女性が亡 くなったあとら彼女は葬儀 のすべての手配

をし,そ の女性が話 していたひとりの親戚 に連絡 を取 った

のです。

その献身的な働 きは,他 のボランティアたちがその集い

で見せてくれたものをはるかに超越 したすばらしいもので
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した。彼 らはその場 の必要 を満 た しただ けで したが,彼 女

は それ 以上 の,実 にキ リス トの ような奉仕 を したのです。

キ リス トを 「忘 れな い」(思 い起 こす)と はまさ にこの よう

な ことを いうので はないで し ょうか。 それ はす なわ ち,キ

リス トが従 わ れ,教 え られ た原則 を実践 す る ことで あ り,

も っと もっとキ リス トの ようにな るこ とな のです。 キ リス

トのよ うに行 な うこと によって私 たちの理 解力 は深 ま り,

私 たちの奉 仕 の能 力 は高め られ ます。 また 「肉欲 の有様 」

(モ ーサヤ3:19参 照)を 遠 ざけ,み た まのさ さやき に従

うようにな ります。

主 に思 いを向け るとい うこ とは ある意味 で,コ ン ピュー
の

タに情報 を入力するようなものです。キ リス トに倣った行

ない一つ一つが私 たちの記憶を 「プログラム」 し,必 要 に

応 じて呼び出せるようにしてくれるのです。私 たちがその

ような行ないをたくさん入力 しておけば,「 呼び出す」のが

容易にな り,正 しいキーを押せば自動的に情報が出てくる

コンピュータのように,無 意識のうちにそうした行動がと

れるようになるのです。

主を 「忘れない」という原則がまだ十分 に理解できず,

それがキ リス トを愛することとどうつなが りがあるのかよ

くわからない場合 は,そ うしたことを思 い起 こさせてくれ

るものに触れてみることです。聖餐や聖典,キ リス トの絵,

神殿,教 会幹部,ふ さわしい音楽,家 庭の夕べ,奉 仕,個

人または家族の祈 り,主 のみ名を身に受 け,主 の属性を身

につけるよう努力することなど対象は様々です。

主は私たちに「わが前に徳 と聖 きを履み行 うべ し」(教 義

と聖約38:24)と 命 じておられますが,私 たちが一夜 にし

て完壁になることはできないことを主 はよくご存 じです。

大切なのはそれをめざしてひたすら 「実行」することなの

です。毎週聖餐 を受ける度 にキ リス トを思い起 こすように

すれば,キ リス トの模範 に従いやすくなります。そしてキ

リス トに従 うようになると私たちはますますキ リス トのよ
め ぐ み

うにな って 「恩 恵 に恩 恵 を加 え られ」,つ い にはキ リス トに

あ って神 の完 き栄光 が受 け られ るまで に高 め られ るので す。

(教 義 と聖 約93:11-20参 照)

三





75年 の 夏,当 時25歳 の 私 は 父 を 失 っ た ば か り で し た 。

19 父は世界の各地に利権 を有するカナダ石油ガス産業
に携わっておりました。 そこで母 に代わって私がヨーロッ

パまで行 き,か なりの期間にわたって父の現地での仕事 の

整理のために滞在 しました。

何時間にも及 ぶ商談が終わると,ビ ジネス街 の一角のあ

る有名な下町の繁華街へ,気 晴 らしのために毎 日のように

国
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同僚が私を連れて行 ってくれました。

記録的な暑さの夏のある日,そ れはまるでヨーロッパ中

の旅行者がその通 りにあふれているような感 じで した。そ

の光景たるや,民 族衣装や暑 さのために肌 もあらわな服装

の,あ らゆる国籍の人々が道 を行 き交うのです。

高価 な商品を売る高級店が街に立ち並ぶ一方で,人 生の

汚れた部分,す なわちポルノ劇場や成人向けの書店,居 酒

屋なども公然と軒 を連ねています。そして周囲のすべてと

まったく対照的に,末 日聖徒 の4人 の宣教師が街頭伝道 を

していました。

私のように教会員ではない者の目にも,彼 らがそんなと

ころにいることは驚きでした。社会の悪 と称せられるもの

が繰 り広げられているこんな通 りで,宣 教 師たちの一角だ
とりで

けが霊性の小 さな砦のようで した。

まだ仕事の話が続いていたため,宣 教師の方へ行って話
ら

しかけることはできませんで したが,私 はじっと彼 らを見

ていました。若い女の子が肌 もあ らわな格好で道を歩いて

いて も,若 い彼 らが一向に目もくれないことに気づきまし

た。私はそのことにひどく感銘 を受けました。夜になって

仕事から解放 されたら,戻 って彼 らと会ってみようと思い

ました。 ところが私が捜しに行 くと,い つも彼らは立ち去

った後でした。彼らには会えないのではないかとさえ思い

ました。

用事で2,3日 その町を留守にしてから戻 った私 は,あ

の同じ通 りを歩いているふた りの宣教師を見かけました。

あとでわかったことですが,そ の日は彼 らの休みの 日だっ

たらしいのです。

彼 らはウィン ドー ・ショッピングをしなが ら歩 いていま

した。私は彼 らの後 をつけて,ふ たりが買おうとしていた

ものが何か確 かめることにしました。彼 らが見ていたもの

は靴 やコー トで,本 屋に立ち寄 って買ったのは教科書だけ

でした。酒場 やいかがわしい文学 や芸術 を売 り物 にしてい

る店には目もくれませんでした。

私 は翌 日か翌々日には街頭伝道 中の宣教師 に会おうとし

ましたが,急 に仕事が片付 いてカナダへ戻ることになりま

した。

家に着 いたころには,宣 教師を見ていたときに感 じた興

味はいくらか薄 らいでいました。 しかし友人の紹介 を通 じ

て,宣 教師の方から連絡 をしてきたのです。

ふた りの若者をアパー トに招き入れると,ヨ ーロッパの
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始めました。「ねえ,君 たちの姿が定貝会

に見えないと,本 当にさみしいよ。私は

何か間違 ったことをしたかな。 レッスン

が悪 いのかな。何か君たちの気 に障るよ

うなことでもしたのだろうか。」

叱られるとばか り思 っていたのに,目

の前にいる リー ド兄弟はむしろ,私 たち

の遅刻の原因が自分 にあるのではと考 え

ているのです。私たちは異 口同音に,彼

にはまったく落 ち度がないことを説明 し

ました。そして酪農の仕事のことも話 し

ました。

「私が 日曜 日の朝早 く出かけて行 って

少 し仕事 を手伝 ったら,何 かの助けには

ならないかな。 そうすれば私 にとっても

うれしいことだし,君 たちも神権会 に間

に合うと思 うんだけど。 どうだうか。仕

事 は何時に始めているの。」彼はそう尋ね

ました。

トムと私は同時に同じことを考えてい

ました。 リー ド兄弟 にそうさせるわけに

はいかないと。その理由は,ま ず第一に,

朝起 きてはるばる家 からやってくるには,

日曜 日の朝4時30分 という時間はあまり

にも早すぎるうえ,彼 の家族 と共に過ご

す時間を奪 ってしまうことになるからで

す。2番 目に,氷 点下にもなる冬の天候

を我慢 してもらうには忍 びなかったので

す。 そして3番 目には,ど れも本当に汚

い仕事なので頼みたくないし,実 際彼に

できるようなことはそれほどなかったか

らです。

どんなに助 けたいと思 っても,本 気で

そんなに早く起きる人が いるわけはない

と考えて,リ ー ド兄弟 には朝の3時30分

です と答えておきました。それから私 た

ちは彼の誠意あふれる申し出に感謝 して

握手 し,い つかきっと神権会 に間に合 う

ように努力することを約束 したのです。

次の 日曜 日はとて も寒 く,そ の朝4時

15分 に 目覚 めるまでの1週 間,私 たちは

リー ド兄弟 の申し出を深 く考 えてもみま

せんでした。窓越 しに リー ド兄弟の古 い

車が家の外 に駐 めてあるのを見て,私 は

仰天 しました。急 いで着替 えて外へ走 っ

て行 くと,車 の窓 を叩きま した。

彼 は車の窓を開 けなが ら,明 るく 「お

はよう」 と言いました。彼 の吐く息の白

さが,寒 さを物語 っています。握手 しよ

うと伸ば した彼 の手が氷のように冷たか

ったのを覚 えています。おそらく3時30

分 か ら,私 たちを待 っていたのでしょう。

「トムが服を着て来 るまで
,中 に入 っ

ていてください。」私 は彼を家の中に招 き

入れなが ら言いました。それから トムが

準備 をしているか確 かめに走 って行 きま

した。

数分後,リ ー ド兄弟 と トムと私の3人

は,雪 の中を納屋 まで重い足 どりで歩 い

て行 きました。私たちの話が誇張ではな

かった.証拠 に,仕 事 は山ほどあ りました

が,リ ー ド兄弟は精一杯働 いてくれまし

た。

牛の乳 しぼ りのときに,リ ー ド兄弟が

少 しの間手 を休 めて遠慮がちに言 いまし

た。「あの ミルクをほんの少 しだけ飲ませ

て もらってもいいかな。 しぼ りたての ミ

ルクの味 をす っかり忘れてしまってね。」

私 たちはこの定員会のア ドバイザーの

ことを思 うと,胸 が熱くな りました。 ミ

ルクを一杯飲んでもらい,何 リットルか

を容器 に入れて,お みやげとして家に持

って帰 ってもらうことにしました。私 た

ちにできることは,そ れ くらいのことし

かあ りませんで した。

神権会の始 まる時間が刻々と近づいて

来ているのに,仕 事 は依然 として終わ り

ません。 リー ド兄弟 は,家 に帰 って教会

へ行 く準備 をしなければならない時間に

な りました。「君たちが時間 までにクラス

に出席す ることがいかにむずかしいか,

き ょうはよくわかったよ。私 自身 もう少

し思慮深 い人間 になれるよう,努 力 しよ

うと思うよ。」額の汗 をぬぐいなが うそう

言うと,彼 は納屋を出て車の方へ歩 いて

行 きました。

教会 に着いた彼が,先 に教会 に来てい

た トムと私を見つけたときの驚 きの表情

をお見せで きなかったのが残念です。私

たちの手伝いをしようと,彼 が厳 しい寒

さの朝に一生懸命にやって来たのですか

ら,私 たちは もう少 し早 く仕事 を片づけ

て,彼 の負担を軽 くすることにしました。

正直なところ,そ の後の私たちがいつも

集会 に間に合 っていたとは言い難いので

すが,少 なくともふたりのどちらかは毎

週集 うようになりま した。

リー ド兄弟は実にすばらしい数々の レ

ッスンを して くれま した。 しかし,あ の

冷 たい冬 の朝に教 えて くれた愛 と奉仕の

レッスンに匹敵するものはないと思 いま

す。□
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ちを感じたのは,血 のつながりのせいだけ

ではありませんでした6そ れから5分 後

私は彼女がその土地で,2番 目にバプテス

マを受けた古い教会員であることを知った

のです。彼女も系図を調べようとしていま

した。「まあ,私 はあなたを待っていました

よ。」そのときの驚きと喜びといったらとて
く

も口では言い表わすことができません。奇

しくもその日は亡くなったおじいさんの命

日。たまたまその奥さんも嫁ぎ先からその

日1日 だけ里帰りをしていたのでした。そ

の日,私 が訪ねなかったならば,決 してこ

のような出会いはなかったでしょう。そし

てその家のおばあさんは,そ の日の明け方

にやはりおじいさんの長い夢を見て,そ の

ことを家族に話していたところだったそう

です。彼女 と私は目と目を見合わせながら,

ふたりの出会いが偶然ではないことをはっ

きりと感じていました。私たちはそこに,
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亡 くなったおじいさんの霊を強く感じ,次

第に目頭が熱くなってくるのでした。必ず

おじいさんの身代わりの儀式をすることを

私は約束 して,そ の日の夜にそのお寺をあ

とにしました。

私のこのすばらしい先祖探求の旅はまだ

終わりではありませんでした。1週 間後,

そ こからさらに1時 間ほど汽車で行った町

に,過 去300年 の前沢家先祖代々の墓 と過

去帳のある,も うひとつのお寺を見つけま

した。なんと,た くさんの苔むした墓石が,

ひ しめくように1カ 所に集められ 半ば無

縁仏になりつつあったのです。そこの住職

さんの話から,前 沢家の先祖は関ケ原の戦

いめ後 水戸から北上 してこの地に来たこ

ともわかりました。

折 りしも満開の桜に小雨が音もなく降 り

始め,そ のけむった淡い情景の中で,私 の

心ははるか彼方の古代に連れて行かれまし
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私 臨 日沓駕麟線篇難
伝える機会にあずかっています。このよう

に少しでも主のみ業のために働けるように

なったのも,か つての私には,本 当に夢の

ような話でした。

私は教会員になる前,ふ たつの大きな病

気のために普通の人々のような生活ができ

ませんでした。電車にも自転車にも乗れず,

走ることはおろか,歩 くこともやっとの思

いでした。一時は家の外へも出られない状

態が続き,学 校を休学することまで考えた

ほどでした。私はそんな自分が嫌になり,

この世に生きる希望 を何度 も見失いそうに

なりましたが,そ のようなとき,い つもか

たわらにあった聖書を開いて,神 様に心の
よ どころ

拠 り所を求めていました。そして,1983年

のある夏の晩に,私 は個別訪問をしてきた

姉妹宣教師と出会ってこの教会の福音を知

りました。

バプテスマを受けて教会員となり,心 か

ら主に頼るようになってから,私 の体は,

自分はもちろんのこと,周 りの人々さえも
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驚くほどの回復 を見せ,治 る見込みのなか

ったものが2年 間で奇跡的に完治したので

す。神様は,こ のような小さな者でも慈悲

深 く救ってくださり,今 では以前とは見違

えるほどの健康をいただき,主 の僕 として

.働けるようになりました。

両親と私と妹の4人 家族のうち,健 康な

のは母と妹だけでした。私の父 もまた終戦

後に大きな病気にかかり,そ れが原因で身

体障害者となり身体が自由では.ありません

でした。子供の頃から,よ く階段で父の背

中を押してあげたり,駅 まで毎 日送 り迎え

をしていました。私はいつもそのような父

を見て 「大変だなあ」と思いましたが,父

はこの大きなハンディキャップを持ってい

るにもかかわらず,そ れを忘れさせるほど

のたくさんの愛を持っていました。私も,

父 や母,妹 の愛に支えられ病気を乗 り越え

てきたのでした。

私が伝道に出る前,家 族の中で教会員は

私ひとりだけでしたが,私 はこのすばらし

い福音を父と分かち合いたいと思い,毎 日

少 しつつ教会の事を語るようになりました。

た。かつて地上に生きていたたくさんの先

祖たちの霊が,今 いっせいに私を取 り囲ん

で喜びの声をあげているような,そ んな錯

覚 にとらわれました。

伝道後の短い3週 間の間に,私 はこのよ

うにしてとても大きな祝福を得ることがで

きました。また先祖探求を通して,両 親も

私を信頼してくれるようになりました。

私は心から証いたします。先祖の記録を

調べて神殿の儀式を行なうことは,生 きて

いる者の義務であり特権です。私たちの働

きによって,先 祖から子孫へのいくつもの

チェーンが永遠の家族としセ結ばれていく

のです。(ま えざわ ・あつこ1961年 生 ま

れ,ス テーキ部宣教師)

9
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そして,父 と共に教会へ行 くようになった

のは,私 が伝道に出る2カ 月前からでした。

いよいよ伝道に出る日がやってきたとき,

父は私に 「元気で行って来い」と声をかけ

てくれました。お互 いに目にいっぱい涙を

浮かべながら,堅 く握手をして,し ばしの

別れを惜しみました。そのときの父の健康.

状態を考えて 「もしも,こ の握手が現世で

最後のものとなったら……」という思いが

一瞬 脳裏を横切 りました
。私にとって,

父 を残して伝道に出ることは一番の試練だ

ったのです。 しかし,私 はそのすべてを神

様にゆだねて伝道 に出ました。

宣教師となってある日のこと,私 が1日

の伝道を終えて,ア パートに戻ってみると,

父からの一通の手紙が速達で届いていまし

た。何か急用かと思い急いで封を開けると,

それには,次 のようなことが書かれていま

した。

「お父さんは
,近 々バプテスマを受けて

末日聖徒イエス ・キリスト教会の会員にな

ります。本当は,英 祐が伝道を終える2年

後にしようかと心秘かに考えていましたが,

英 祐がJMTCで の訓練を終 え,沖 縄の首

里に召されてから,私 も1日 も早くこの教

会に入るべきだと思ったのです。私 はもち

ろん伝道へは出られませんが,精 神的に息

子と共に二人三脚で伝道 したいと考えたの

です。英祐長老には,私 の分も合わせて福

2ロ ー カル
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渡辺和夫兄弟(中央)

しさを存分に味わねばなりませんでした。

日本の社会が高度成長時代 に入 る10年 も

前に,半 人前の肉体で社会人となった青年

を,雇 用してくれる会社は皆無でしたし,

私 自身,世 に通用する何の技術 ・資格も持

ち合わせていませんでした。よくぞこれま

で生きて来られたと思う度に,陰 に陽に私

を支えてくださった幾多の人々に深謝せず

にはいられません。現在にして思えば,こ

れは 「生きておられる神」が,私 および家

族を生かしてくださったのだと信 じていま

す。

ところで,私 が息子にともなわれて教会

へ初めて行ったのは,今 年に入ってからで

した。教会の人々の歓迎の握手に,何 と温

かい雰囲気に満ちた教会であることよと感

動 したことを覚えています。この心が安ま

る温かさは,.ど こから来るものなのだろう

か。それを知 りたいと思いました。年齢の

所為というのでしょうか,か なり以前から

宗教への漠然たる感情から仏教についての

書物を読むようになりましたが,納 得でき

る理解に至 りませんでした。キリスト教に

ついては,無 教会派の内村鑑三の伝記を読
へんりん

み,キ リス ト教の片鱗に接 しておりました。

ヨハネの第一の手紙4章 にこのような言葉

があります。「愛する者た.ちよ。わたしたち

は互いに愛し合おうではないか。愛は,神

から出たものなのである。すべて愛する者

は,神 から生まれた者であって,神 を知っ

ている。愛さない者は,神 を知らない。神

は愛である。」そうだ,教 会の人々のあの温

かさは,こ こから来ているのかも知れない。

私 も神を知 りたい,神 の愛を知 りたい,と

心に期するものがありました。息、子が宣教

師訓練センターに入所した後 悶々とした

・已境 にあった私は,津 谷先生へのお礼状の

中に私が入信を決意したこと,息 子の伝道
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新聞か5調
の話題

本年2月13日 付の紀州新聞において,現

在,大阪伝道部で宣教師として働いている

アレン ・C・クリステンセン,ト リス ・

F・ ク リステンセンご夫妻が紹介されま

した。その記事からの抜粋です。

太
平洋戦争当時に日本軍の捕虜となり,

日本国内の製鉄所で働くなど3年半
わた

に亘って捕虜生活を体験したアメリカ合衆

国 ・ユタ州出身のアレン ・C・ クリステン

セン氏(67歳)が 夫人の トリス ・F・ クリ

ステンセンさん(65歳)を 伴い,昨 年末,

4(敷 年振 りに来 日。 日高町高家地内のアパ

ー トで生活しながら御坊市湯川町丸山にあ

る末 日聖徒イエス ・キリスト教会の宣教師

として活動を続けている。

クリステンセン氏が捕虜になったのは19

42年(昭 和17年)フ ィリピン・ミンダナオ

島の米空軍事務所に勤務していた時,日 本

軍が進攻 して来た。その後 フィリピンの

捕虜収容所で2年 間生活,1944年6月 には

捕虜500人 と一緒にマニラから船で九州の

門司まで送られてくる。門司に着いたのは

9月,そ こから愛知県 ・四日市市に送 られ,

製鉄所で働 く。翌年5月 には富士市へ移動,

クリ ステ ンセ ン氏 失妻

ここでも製鉄所の仕事

で,3カ 月後に終戦を

迎え,1945年(昭 和20

年)11月 には米国へ帰

還している。この間の

捕虜生活は3年 半に及

ぶ。
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40数 年振 りに来 日することになったの

は昨年5月,末 日聖徒 イエス ・キリスト教

会の大管長エズラ ・タフト・ベンソン氏か

ら 「日本へ行って布教活動をするように」

といった手紙を受けとったため,ク リステ

ンセン氏自身 「もう一度日本を訪れたい」

と考えていたそうで,昨 年12月1日 に来 日.

した。来年3月29日 まで御坊市(住 居は日

高町のアパー ト)に 滞在して布教活動に従

事する。

捕虜だった当時の日本の印象は,移 動の

際に電車の窓から景色を見た程度で 「よく

にいささかの力になってやりたいこと,息

子と二人三脚で精神的に伝道 したいと望ん

でいることをお知らせしました。

沖縄で伝道している息、子から,毎 週 元

気な便 りが届きます。沖縄の兄弟,姉 妹た

ちの温かい愛に包まれて神様の教えを宣べ

伝 えているのは嬉しいことです。私も聖典

を学び,信 仰を強めていきたいと念じてお

ります。(わたなべ・かずお1927年 生 まれ)

分 からなかった」そうだが,四 日市の製鉄

所で働いていた時,ボ イラー係の日本人か

ら 「湯」や 「ジャガイモ」などをもらい,

食糧が少ないにもかかわらず,そ れを分け

てくれたことをたいへん有 り難く感 じ,そ

の気持ちは今でもはっきり覚えているとい

う。

2回 目の来日の今回は"自 由の身"で あ

るが 「今回も食べもので困っている」とジ

ョーク混じりに話す。スーパー等で食料品

を購入する際,日 本語の表示が分からない

ため 「塩 」と 「砂塘」の区別やスパイス類

の判断に苦労している。その他では車の通

行が日本と米国では反対のため,時 々間違

ったり。また,狭 い道も悩みの種。これ以

外,実 生活での苦労はなく,日 高町のアパ

ー ト周辺を散歩 している時などは
,近 くの

農家の人から花や野菜類がプレゼントされ

「日本の人はたいへん親切にしてくれてい

ます」と話す。

クリステンセン氏にとって捕虜生活を送

った日本だが,悪 い印象はほとんど持って

おらず,戦 争についても 「それは政治の問

題であって,人 々のせいではありません」

という。そして,2度 目の宣教師としての

来日は 「友情や幸せといった平和のメッセ

ージを持って来ました」とも話す。(紀州新

聞 昭和63年2月13日)
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そびえる雄姿の如く
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ナーです。
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岡 ・山梨の県境にそびえる富士の雄

静大な姿は,多 くの人々の目を楽しま
せ,心 に安らぎを与えてきました。富士の

周りの5つ の湖,山 中湖,本 栖湖,河 口湖,

西湖,精 進湖は富士の英姿を映じて,そ の

趣きを一層深いものにしています。四季お

りおりの美しさを見せる山の姿や山麓を含

む樹海は,富 士箱根伊豆国立公園として日

本中の人々に知られています。

/

ホ ぬ む お マ 　 け ゆ ギ ギ サ ナ け ぽ な け サ ビ お に ま そ サ ドヵドお ま 　 　 ヰ ゆ ド リなき　トまド　ミになむ　ぐま り 　ゐ　　サち　　ゆ　ち　
巽獣 獣 憲総 茸獄;黙 諺こ撫 濾購 港 溝 ζ激 。嚢雌 掌罵雲灘 獄 灘羅 驚憲灘 雛 講 傭 鴨 識 、豊 隷 紺,慮.潔,曝 耀 鑓 孕遷窪糠 響 舞㌦瓢 臨 端弘講。難蒲 噸 啄

総ウ藩軸準鞠羅り挿尊民母浄翻曾於琴曲醗耶鱒齢か醇昧旨紬盆讐瞭彰愈骨も癖魯号齢盤弔爵翻日轡轡賦尊嘩締噂舳麟F爵釜骸轟㊥サ轡櫛R嶺學摯砂醇巧無鞄吊爵嶺町醜劔西轟柱出勢駐盆融膨号幽搾漁瞳←沸囎陣餐無シ軸爵卸墨奪鎮 韓靖瑠灘 こ罐講 踏 こ§獣 蹴 雲
ζ黙 慧濾 濾 毒隷 講購馨;臨縄 織 購 緯 ぢ憲寒謡ζ慧欝 潔 窪1瓢 雲掛脇 慰 燦 講嵩鶴 窯譲1;翻 黙 巷 識;

←尋卑年會⑫匝魯3旨卑"詩 噂轡 喧‡邸母{融マ耳辞 ゐ串酔西降囎射只砕重轟 も駄卑暫鼻照 匝融や壁R摩壕臨屯蜷拓奪昂卜恥,馳置け尊廿畷 耳サ醸史

1羅響 藝1鱒 蝋灘1難 欝 難蕪1羅1華ll轍ll懇櫨灘彗1灘撫懇織ll獅
鍵 黙譜響齢黙響毒騨§輔轟騨 緯縣輝欝輻聾鍵季講曾義鰹 響海轡鶴蟹辮犠讐欝讐轟辮瓢 恥蜂鍵 ㌔鯉雛誓碁讐幽勢農轟鴇 磐認纏響鰯轡毒囎轟纏熱羅需轡垂誉蜜轟鰻謬禰藩魏欝鶏鞭欝 藩4亀 晦斗郎轄∬"恥母母陣曲孕稗醇圃齢胤齢痔雫鰯陣"暴静癖け貴錯貼蔚掬s轡"甲轟昂粒範ナ瞳聴"駅辱麿¢諺鄭噛卵布樽郵汚癬 紮 賦堺歳女盈斜宙聾瑠 旨脚酔歯年り嚇わ葛 畑鰹瞬蜘 島暁‡脅砂脳硝尊峰か魁緯・虚酌膚醐"碗"卿 噸寄噂四無 虚き靱屈膨

ばくだい

私
の父が死んだとき,莫 大な借金があ

りました。お人よしの上にバカがつ

くと言われていた父は,土 地を全部手放し

たうえ,こ の世を去ったときには私に大変

な試練を残してくれたのです。おかげで残
うら

された家族は相続放棄をしたり,か なり辛

い目に遇いました。そのとき,人 間のお金

による汚さ,醜 さをいやというほど経験し

た私は,以 来,人 間は絶対に信用できない

という生活信条を持つことになりました。
たま

1.人 を騙すことはしないが,騙 されるこ

とは絶対にしない。

2.人 から信 じられるようにはする斌 人

を信 じることはしない。

3.人 を恨むことはしないが,恨 まれてい

る人 間に対 して は,10倍 で恨 みか えす

……
。このような人生哲学が私の中で築か

れたのです。人はもちろん,親 友でさえ信

じられない,ま して神なと信 じない,そ し

て自分の力しか信 じない私でした。

すでに改宗していた妻 と結婚 し,子 供

ができてからは,真 剣に教会について考え

るようになり,教 会員のやたらに多い握手
ほほ え

ぜめと,愛 想のよい微笑み,そ して宣教師

の迫力のある証を聞くたびに,私 はいつし

かバプテスマを考えるようになっていまし

た。しかし改宗するにあたり,大 きな問題

がありました。それはお酒でした。私はお

酒が好きで,お 酒と音楽と語 りあえる友か

あれば満足,お 酒をやめるくらいなら死ん

富士ワード部は,こ の自然の恵みにあふ

れた富士山麓に位置し,活 発会員80人 ほど

を中心にいろいろな活動に取 り組んでいま

す。

現在,一昨年11月 の教会堂完成を契機に,

この地域にステーキ部を組織しよう,と い

うビジョンを立て,懸 命に頑張っています。

大 きな試練もありますが,皆,ど のような

中にあっても主に頼ること,主 を信頼 し互

いに愛し合うことを忘れたりしません。今

は教会の中にあっても変化の激しい時代で

す。これからも様々な困難があるかもしれ

ませんが,主 からさぢに大きな力が与えら

れ,そ れを克服していくことができるよう

に頑張っていきたいと思っています。

(っちや ・かずひご1941年 生 まれ)

だほうがいいと思っていました。

でも決断しました。「いかなる成功も家庭

の失敗を償 うことはできない。」この言葉を

よく考えた結果,す べてを捨てることにし

ました。以来2年 半,私 の信仰は培われて

きました。神殿に参入し,家 族の結び固め

をし,ク モラの丘霊園のお墓も用意しまし

た。そして私の確固たる人生哲学は,福 音

によって,も のの見事に塗り替えられたの

です。

1.人 を信 じ,す べてを赦そう。

2.人 を愛し,す べてを耐えよう。

このように恨みは隣人への愛や赦しに変

わ り,迫 害者のために祈 る努力をしている

自分に驚いています。お酒ではなく福音に

飢えている自分に驚き,仕 事好きでない私

が教会の責任を喜んでしているのに驚いて

います。

今や真の幸福とは何かがはっきりわかり

ました。神の愛も知りました。打算的で偽

善的な生 き方から,キ リス トの純粋な愛に
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くの家族は,毎 朝いっしょにモルモ

ぽン経を読んでいます。なぜかという
と,お 父さんが 「予言者の教え.にしたがっ

て,こ れから毎日モルモン経を読もう」と

言ったので,ぼ くはモルモン経を読む気に

なりました。

はじめはポツリポツリ読んでいました。

今でも少しつっかえるけれど,だ んだんじ

ょうずに読めるようになってきました。

.籟 、

私
瀞

、

翫

前,プ ライマリーで監督のお話があり,

ニーファイ人がレーマン人に伝道をしたお

話 をしてくれたとき,ち ょうどその朝そこ

を読んでいたのでとてもよくわかって,毎

朝モルモン経を読んでいてよかったと思い,

楽 しかったです。
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日がたつのは早いもので,私 がバプ

月 テスマを受けてから4年 の歳月がた
ちました。ステーキ部宣教師として一生懸

命伝道している夫の姿を見るたびに,「真理

は人を変える」という言葉を思い出し,こ

の教会が真実で,神 様が生きておられるこ

とを力強く感 じることができます。

私は,夫 の猛反対を押し切ってバプテス

マを受けました。夫は宗教が嫌いで,神 様

やイエス ・キリス トを実在するお方として

信じることができませんでした。教会のこ

とにふれると機嫌が悪くなり,宣 教師や教

会の人とも会うことをいやがり,毎 日言い

争いの絶えない 日が続きました。楽しかっ

た日曜日も家族の一致がなくなり,寂 しそ

うな夫や子供たちの姿を見るたび,胸 が締

めつけられる思いでした。

そんな時私は,ホ ームティーチャーに「繰

り返して祈 りなさい」 と教えられました。

そしてある日曜 日,日 曜学校で夫を心から

愛して従うことを学びました。「教会に対 し

て反対している夫にどうして従うことがで

きるだろう」と悩み続け,自 分には一体何

ができるのだろうかと考え続けました。結

局,私 は夫を心から愛し,従 う努力をしよ

うと決めたのです。

それからしばらくの間は,夫 の気持ちを

尊重し安息日に教会に集うことを少なくし

て家族と共に過ごすようにしました。ある

日,夫 から 「なぜ,き ょうは教会に行かな

いの」と聞かれ 私は 「あなたが一番大事

ですから」と答えました。それから少 しつ

つ夫の態度が変わって行くのがわかりまし

た。私はその頃から,教 会の福音を話すよ

うに努力し,特 に永遠の家族について話し

ました。「神殿外で行なわれる結婚は,夫 か

妻のどちらかが死ねば終わりを告げるの。

そのような家族は来世で共に暮らすことは
.できないの

。神殿結婚をして,神 のすべて

の戒めに従うならば,家 族は永遠に共に暮

らすことができるのよ」と繰 り返 して話し,

教会の活動に夫と共に参加できるよう毎日

.祈 り続けま.した。

そして夫は,ス テ「キ部大会に出席 した

り,い ろいろな人の話を聞いたり,証 を耳
'
にして,神 様の存在をだんだんと受け入れ

るようになっていきました。
.
私が改宗 してから1年 後 夫とふたりの

子供 たちがバプテスマを受け,み んなで家

族の永遠の結び固めの儀式を受けることが

できました。今は幸福でいっぱいです。

一生懸命努力する時
,主 の助けがあるこ

朝起きるのは,い やな時もあるけど,読

んでいると,と きどきすごくいいきもちに

なります。

モルモン経は,ほ かの本よりもいいこと

がわかります。

(かわむら・しゅういち1977年 生 まれ)

とを証できます。宣教師,ホ ームティーチ

ャー,家 庭訪問教師の兄弟姉妹が断食やお

祈りをしてくださったことに感謝していま

す。そして私の愛に心からこたえてくれた

夫や子供たちにも感謝しています。いつも

私たちを見捨てず,愛 し励ましてください

ます神様に心からの感謝を捧げたいと思い

ます。(わ たなべ ・さちこ1946年 生 まれ,

扶助協 会第一副会長)

一
《原稿を募集しています》

レ各地のたよりの原稿を常時募集していま

す。改宗談や日々の生活で得た証 本誌を

読まれての感想文などをお送りくださし㌔

レ各地の行事や催しに関する記事はできる

だけ早めにお送りくださし㌔

レワード部/支 部特集への投稿を希望され

る方は,編 集室へ直接お電話くださしも必

要な資料をお送りいたします。

レ来年1月 号掲載分の締切は10月31日 ω、

着)です。投稿には必す連絡先(電話番号)

と教会での責任(役職名),生年月日をこ紀

入くださし㌔お送りいただいた原稿は一部

手直しさせていただくことがあります。

レあて先:〒106東 京都港区南麻布5-

10-30末 日聖徒イエス・キ1リスト教会「聖

徒の道」編集室 智03(444)駿64

8ロ ー カル
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